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表紙の写真

世界中で若い人も年配の人もバプテスマに向けて努力し，多くの人がバプテスマを受けている。（研究記事11の1-2節を参照。）







目次


この号の記事

研究記事10: 2023年5月1-7日

 2  バプテスマを受けるのはどうして？

研究記事11: 2023年5月8-14日

 8  バプテスマに向けてできること

14  読者からの質問

研究記事12: 2023年5月15-21日

15  創造物からエホバのことをもっと知る

研究記事13: 2023年5月22-28日

20  創造物を使ってお子さんにエホバについて教えましょう

研究記事14: 2023年5月29日–6月4日

26  「愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」

32  見てみよう









研究記事10

バプテスマを受けるのはどうして？


「一人一人……バプテスマを受けなさい」。使徒 2:38

34番の歌 高潔さを捨てずに歩む

何を学ぶか*




1-2. バプテスマの時にはどんな光景を目にしますか。この記事ではどんなことを考えますか。

次のような場面を見たことがありますか。バプテスマ希望者が起立します。話し手の2つの質問に対して，大きな声で「はい」と答えます。そして，いよいよバプテスマの時が来ます。見守る家族や友達はみんなうれしそうです。バプテスマを受けた人が水から上がると，大きな拍手が起こります。その人の表情から喜びが伝わってきます。このようにして，毎週何千人もの人たちがバプテスマを受け，エホバの証人になっています。

2 あなたもバプテスマを受けたいと思っていますか。もしそうなら，「エホバに導きを求める」あなたは，今の悪い世の中で光り輝く存在です。（詩 14:1，2）この記事は，若くても年を取っていても，バプテスマを受けたいと思っているあなたのために準備されました。すでにバプテスマを受けた兄弟姉妹にとっても，エホバにずっと仕えていきたいという気持ちを強めるものとなるでしょう。では，私たちがエホバに仕える3つの理由を考えてみましょう。






真実で正しいことを愛している




[image: サタンが蛇を使ってエバに話し掛けている。]

サタンは何千年もの間，エホバのことを悪く言ってきた。（3-4節を参照。）





 3. 真実で正しいことを愛することが大切なのはどうしてですか。（詩編 119:128，163）

3 エホバはご自分の民に，「真実……を愛しなさい」と言いました。（ゼカ 8:19）イエスも弟子たちに，正しいことを追い求めるようにと教えました。（マタ 5:6）これは，エホバから見て正しくて清くて良いことを行いたいという強い気持ちを持つ必要がある，ということです。あなたは真実で正しいことを愛していることでしょう。うそや間違っていることや悪いことを憎んでいるはずです。（詩編 119:128，163を読む。）うそは，この世界を支配しているサタンの特徴です。（ヨハ 8:44; 12:31）サタンはエホバの評判を傷つけたいと思っています。エデンで人間を唆して以来，エホバについてのうそをずっと広めてきました。エホバのことを，うそつきで人間に良いものを与えてくれない利己的な神だ，と言っています。（創 3:1，4，5）こうしたうそは，多くの人の考え方に影響を与えてきました。それで，「真実……を愛し」ていないなら，サタンに惑わされて正しくないことや悪いことを行ってしまうかもしれません。（ロマ 1:25-31）

 4. 「真理の神」エホバはどんなことをしてくれていますか。（挿絵も参照。）

4 エホバは「真理の神」です。（詩 31:5）ご自分を愛する人たちに真理を惜しみなく教えてくれています。そのようにして，サタンのうそから私たちを救い出してくださっています。また，正直で正しいことを行うようにとも教えています。その通りにするなら，自尊心を持ち，穏やかな気持ちでいることができます。（格 13:5，6）あなたもこれまで聖書を学んできて，エホバが教えてくれていることが自分や全ての人のためになることを実感しているでしょう。（イザ 48:17）そうであれば，エホバから見て正しいことを行いたいと思っているはずです。（マタ 6:33）また，本当のことを伝えたい，サタンがエホバについて言っていることがうそだということを明らかにしたい，とも思っていることでしょう。では，そのためにどんなことができるでしょうか。

 5. 真実で正しいことを愛していることをどのように示せますか。

5 どんな生き方を選ぶかは大切です。生き方によって次のように思っていることを示せます。「私はサタンのうそを信じたりはしません。真理を大切にします。エホバを自分の神として選び，エホバから見て正しいことを行いたいです」。どうすればこうした生き方ができるでしょうか。祈りでエホバに献身し，バプテスマを受けることです。真実で正しいことを愛しているなら，バプテスマを受けたいという気持ちになるでしょう。






イエス･キリストを愛している


 6. 詩編 45編4節によると，イエスにはどんな魅力的なところがありますか。

6 私たちがイエスを愛しているのはどうしてでしょうか。詩編 45編4節にその理由が書かれています。（読む。）その聖句によると，イエスは真理と謙遜さと正義を大切にしています。もしあなたが真実で正しいことを愛しているなら，イエスに魅力を感じることでしょう。イエスは勇気を持って真実で正しいことを語りました。（ヨハ 18:37）では，謙遜さについてはどうでしょうか。

 7. イエスはどのように謙遜さを示していますか。謙遜なイエスについて，あなたはどう感じますか。

7 イエスは謙遜な方です。自分に注目を集めようとするのではなく，いつもエホバが賛美されるようにしています。（マル 10:17，18。ヨハ 5:19）あなたはこのように謙遜なイエスについてどう感じますか。魅力的に感じ，ぜひ見習いたいと思うのではありませんか。イエスが謙遜なのはどうしてでしょうか。謙遜なお父さんエホバを愛していて，見習っているからです。（詩 18:35。ヘブ 1:3）エホバと性格がそっくりなイエスに，きっとあなたも引かれることでしょう。

 8. イエスが素晴らしい王だと言えるのはどうしてですか。

8 イエスは王としても素晴らしい方です。イエスはエホバから直接訓練を受け，王として任命されました。（イザ 50:4，5）そして，私たちを愛して自分の命さえ与えてくださいました。（ヨハ 13:1）そんなイエスにぜひ愛を示したいと思いませんか。イエスを心から愛しているなら，イエスから命じられている通りにするでしょう。そうすれば，イエスから友と見てもらうことができます。（ヨハ 14:15; 15:14，15）神の子の友になれるというのは本当に素晴らしいことではないでしょうか。

 9. イエスのバプテスマと弟子たちのバプテスマには，どんな共通点がありますか。

9 イエスが弟子たちに命じたことの中には，バプテスマを受けることが含まれています。（マタ 28:19，20）イエス自身バプテスマを受けました。イエスのバプテスマと弟子たちのバプテスマには，違いがあります。（「イエスのバプテスマと弟子たちのバプテスマの違い」の囲みを参照。）でも，共通点もあります。イエスはバプテスマを受けた時，エホバの望むことを行うために自分を差し出しました。（ヘブ 10:7）弟子たちはバプテスマによって，自分がエホバに献身したことをみんなに明らかにします。その後は，自分ではなくエホバの望むことを行う生き方をするようになります。そのようにしてイエスに見習います。

イエスのバプテスマと弟子たちのバプテスマの違い




[image: イエスとバプテストのヨハネが水の中に立っている。イエスのバプテスマの後に天からの声を聞いている。]



イエスのバプテスマ

イエスはエホバに献身したイスラエル国民の一員として生まれたので，改めて献身する必要はありませんでした。（出 19:4-8）

イエスは完全で罪のない方だったので，罪を悔い改めたり，健全な良心を神に願い求めたりする必要はありませんでした。（ヘブ 4:15。ペテ一 2:22）



[image: バプテスマを受けている女性]



弟子たちのバプテスマ


今は，古代イスラエル国民のように生まれつきエホバに献身した国民や人種の人はいません。（使徒 10:34，35）それで，バプテスマを受ける前にエホバに献身する必要があります。

私たちは不完全なので，これまでの罪を悔い改め，健全な良心を願い求めるためにバプテスマを受ける必要があります。（使徒 2:38。ペテ一 3:21）






10. あなたがイエスを愛しているのはどうしてですか。その愛をどのように示せますか。

10 ここまで考えてきた通り，イエスはエホバ神の独り子で，王国の王として任命されました。エホバと性格がそっくりで，謙遜な方です。地上にいた時には，おなかをすかせていた人たちに食べ物を与えました。落ち込んでいる人たちを力づけたり，病気の人を治したりもしました。（マタ 14:14-21）今では世界中の会衆の活動を監督しています。（マタ 23:10）そして将来，王国の王としてさらに素晴らしいことをしてくれます。このようなイエスに，あなたはきっと魅力を感じていることでしょう。では，イエスへの愛をどのように示せるでしょうか。イエスの手本に倣うことです。（ヨハ 14:21）そのためには，エホバに献身してバプテスマを受けることが大切です。






エホバを愛している


11. バプテスマを受ける一番の理由は何ですか。

11 バプテスマを受ける一番の理由は何でしょうか。イエスは神のおきての中で最も重要なものについてこう言いました。「あなたは，心を尽くし，知力を尽くし，力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければならない」。（マル 12:30）あなたもエホバにこのような愛を抱いていますか。



[image: エホバからの愛情深い贈り物。1. いろいろな新鮮な食べ物。2. 屋外で楽しそうに食事をしている家族。3. 杭に掛けられているイエス。]

エホバは，私たちが今も将来も幸せを味わえるように，たくさんの良いものを与えてくださっている。（12-13節を参照。）





12. あなたがエホバを愛しているのはどうしてですか。（写真と挿絵も参照。）

12 エホバを愛する理由はいろいろあるでしょう。例えば，エホバは「命の源」です。「良い贈り物，完全な贈り物は全て」エホバが下さったものです。（詩 36:9。ヤコ 1:17）優しいエホバは，私たちが喜びや幸せを感じることができるように，たくさんのものを与えてくださっています。

13. 贖いが素晴らしい贈り物と言えるのはどうしてですか。

13 贖いもエホバからの素晴らしい贈り物です。エホバとイエスの絆がどれほど強いものか，考えてみてください。何十億，何百億年ものあいだ一緒にいて，ふたりの絆は強まっていきました。（格 8:22，23，30）イエスは，「私[は]父を愛している」，「父は私を愛してくださいます」と言いました。（ヨハ 10:17; 14:31）ですから，エホバにとってイエスが苦しんで死ぬのを見るのは本当につらいことでした。それでも，あなたを含め人類全てを心から愛しているので，永遠に生きられるようにイエスを犠牲として与えてくださいました。（ヨハ 3:16。ガラ 2:20）こうしたことを考えると，エホバにもっと引き寄せられることでしょう。

14. どんな生き方が最高の生き方ですか。

14 エホバについて知るにつれて，エホバへのあなたの愛は深まってきたことでしょう。永遠にわたってエホバとの絆を強めていきたいと思っているに違いありません。エホバは，ご自分の喜ぶことを行うようにと私たちに教えています。（格 23:15，16）エホバに喜んでいただくためには，言葉だけでは十分ではありません。生き方によって，エホバを心から愛していることを表すことができます。（ヨハ一 5:3）これは本当に最高の生き方です。

15. エホバを愛していることをどのように示せますか。

15 エホバを愛していることをどのように示せるでしょうか。特別な祈りを捧げ，エホバに献身します。（詩 40:8）そしてバプテスマを受け，献身したことをみんなの前で明らかにします。この記事の初めに考えた通り，これはとても幸せなひとときになります。そしてバプテスマの後は，自分のためではなくエホバのために生きるようになります。（ロマ 14:8。ペテ一 4:1，2）バプテスマはとても大きな決定に思えるかもしれません。でも，その先には本当に素晴らしい人生が待っています。

16. 詩編 41編12節からすると，エホバはご自分に仕える生き方を選ぶ人たちにどんな祝福を与えますか。

16 エホバは，惜しみなくあふれるほどに与えてくださる方です。私たちがエホバのために何かをする時，想像を超えた祝福を与えてくださいます。（マル 10:29，30）エホバに仕えることを選ぶなら，今の悪い世の中であっても喜びと充実感を味わえます。でもそれだけではありません。お父さんエホバに仕える人生を永遠に楽しむことができます。エホバとの絆はどんどん強まっていくことでしょう。そして，エホバと同じようにいつまでも生きることができるのです。（詩編 41:12を読む。）

17. 私たちはエホバにどんな貴重なものを差し出すことができますか。

17 エホバは私たちにたくさんの良いものを与えてくださっています。私たちが楽しい時間を過ごせるのもエホバのおかげです。献身してバプテスマを受ける時，私たちからもエホバに貴重なものを差し出す機会が開かれます。その貴重なものとは何でしょうか。私たちが自分の全てを尽くして喜んで行う奉仕です。それは，天と地の所有者であるエホバでさえ持っていないものです。（ヨブ 1:8; 41:11。格 27:11）エホバに喜んで仕える生き方ほど素晴らしいものはありません。バプテスマを受ける一番の理由はエホバへの愛なのです。






先延ばしにする理由がありますか


18. どんなことを考えるとよいですか。

18 あなたはバプテスマを受けることができますか。この点を真剣に考えるのは大切なことです。（使徒 8:36）もし迷っているなら，この記事で取り上げた3つの点を考えてみてください。1つ目に，あなたは真実で正しいことを愛しているでしょう。次のように自問できます。「自分は，全ての人が真実を語り，正しいことを行う時代が来てほしい，と思っているだろうか」。2つ目に，あなたはイエス･キリストを愛しているでしょう。こう考えてください。「自分はイエスに王として治めてもらいたいと思っているだろうか。イエスの手本に倣いたいと思っているだろうか」。3つ目に，一番大事なこととして，あなたはエホバを愛しているでしょう。こう自問できます。「自分はエホバに仕えてエホバに喜んでもらいたいと思っているだろうか」。こうしたことを心から願っているなら，バプテスマを先延ばしにする理由が何かあるでしょうか。（使徒 16:33）

19. バプテスマを受けることをためらう必要がないのはどうしてですか。（ヨハネ 4:34）

19 バプテスマをためらっているなら，ヨハネ 4章34節のイエスの言葉を考えてみてください。（読む。）そこでイエスは，エホバの望むことを行うことは食べ物に似ていると言いました。食事をすることは私たちのためになります。イエスは，エホバの望むことを行うなら私たちのためになるということが分かっていました。エホバの言う通りにして悪い結果になるということは決してありません。エホバは，私たちがバプテスマを受けることを望んでいます。（使徒 2:38）私たちに“最高の食事”を楽しんでほしいと思っているのです。バプテスマを受けることは必ず私たちのためになります。そうであれば，バプテスマを受けることを前向きに考えてみるのはどうでしょうか。

20. 次の記事ではどんなことを考えますか。

20 中には，「自分にはまだ早い」と考えてバプテスマをためらう人もいるかもしれません。確かに献身とバプテスマは人生の中でも大きな決定です。それで，じっくり考えるのは良いことです。バプテスマを受けられる段階まで進歩するには時間や努力が必要でしょう。では，具体的にどんなことができるでしょうか。その点は次の記事で考えます。







次のような愛があれば，バプテスマを受けたいと思うようになるのはなぜですか


	  真実で正しいことへの愛



	  イエス･キリストへの愛



	  エホバへの愛









28番の歌 エホバの友となる

^  聖書を学んでいる人にとって，バプテスマは大切なステップです。バプテスマを受けたいと思う動機は愛です。何に対する愛でしょうか。バプテスマを受けた人はどんな生き方をするようになりますか。この記事ではこうした点を考えます。






^ （使徒 2:38） ペテロは言った。「悔い改めなさい。そして一人一人，罪の許しのためにイエス･キリストの名によってバプテスマを受けなさい。そうすれば，無償の贈り物である聖なる力を受けます。



^  （詩 14:1， 2） 愚かな*人は心の中で言う。 「エホバはいない」。 彼らの行動は腐敗していて忌まわしい。 善いことを行う人は誰もいない。  2 エホバは天から人々を見下ろしている。 洞察力のある人，エホバに導きを求める人がいるかどうかを見るために。

または，「無分別な」。


^ （詩 119:128） 私にとって，あなたからの指示*はどれも正しい。 私はあらゆる偽りの道を憎む。

または，「命令」。


^ （詩 119:163） 偽りを憎む。ひどく嫌う。 あなたの律法を愛する。



^  （ゼカ 8:19） 「大軍を率いるエホバはこう言う。『第4の月の断食，第5の月の断食，第7の月の断食，第10の月の断食は，ユダの民にとって歓喜と喜びの時，喜びの祭りとなる。だから，真実と平和を愛しなさい』。



^  （マタ 5:6） 正しいことを切望している人たちは幸福です。満たされるからです。



^  （詩 119:128） 私にとって，あなたからの指示*はどれも正しい。 私はあらゆる偽りの道を憎む。

または，「命令」。


^  （詩 119:163） 偽りを憎む。ひどく嫌う。 あなたの律法を愛する。



^  （ヨハ 8:44） あなた方は，あなた方の父，悪魔から出ていて，自分たちの父が欲することを行おうとしています。その者はその始まりから人殺しで，真理から離れました。真理を好まないからです。彼にとって，うそを語るのは自然なことです。うそつきで，うその根源*だからです。

直訳，「父」。


^  （ヨハ 12:31） 今，この世は裁かれています。もうこの世の支配者は追い出されます。



^  （創 3:1） さて，エホバ神が造った野生動物の中で蛇が最も用心深かった*。蛇が女に言った。「あなたたちは庭園の全ての木の実を食べてはならない，と神が言ったのは本当ですか」。

または，「利口だった」。


^  （創 3:4， 5） 蛇は女に言った。「あなたたちは決して死にません。 5 その木の実を食べた日に，目が開かれ，あなたたちが神のようになって善悪を知るようになることを神は知っているのです」。



^  （ロマ 1:25-31） 神の真理の代わりに偽りを信じ，創造した方ではなく創造された物を崇拝してそれに神聖な奉仕をしました。永遠に賛美されるべきなのは創造した方です。アーメン。 26 それで，神は彼らが恥ずべき性欲に溺れるままにしました。女性は自然に反して女性同士で関係を持ち， 27 男性も女性と自然な関係を持つ代わりに男性同士で欲情を激しく燃やし，みだらなことを行って十分な罰*を受けました。過ちに対して当然の罰です。 28 彼らが神を認めようとしなかった*ため，神は彼らが堕落した*考え方をして不適切な事柄を行うに任せました。 29 彼らは，あらゆる不正，邪悪，貪欲*，悪に満ち，ねたみや殺意，争い，欺き，悪意にあふれ，うわさ話をし， 30 陰口をたたき，神を憎み，横柄で，傲慢で，自慢ばかりし，悪事をたくらみ，親に不従順で， 31 理解力がなく，合意したことを守らず，自然な愛情を持たず，憐れみがありませんでした。

または，「報い」。
または，「神を正確に知るべきことを認めなかった」。
または，「神に認められない」。
または，「強欲」。


^  （詩 31:5） 私は命*をあなたの手に託す。 真理の*神エホバ，あなたは私を救って*くださった。

または，「生命力」。
または，「信頼できる」。
直訳，「買い戻して」。


^  （格 13:5， 6） 正しい人はうそを憎み， 悪人たちの行動は恥と不名誉をもたらす。  6 正義は無実の人を保護し， 悪は罪人を倒す。



^  （イザ 48:17） あなたを救う*方，イスラエルの聖なる方，エホバはこう言う。 「私エホバは，あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え， あなたを導いて正しい道を歩ませる。

直訳，「買い戻す」。


^  （マタ 6:33） ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。



^ （詩 45:4） 輝きを帯びて勝利*へと進みますように。 真理と謙遜と正義のために乗り進みますように。 あなたの右手は驚くことを成し遂げる。

または，「成功」。


^  （詩 45:4） 輝きを帯びて勝利*へと進みますように。 真理と謙遜と正義のために乗り進みますように。 あなたの右手は驚くことを成し遂げる。

または，「成功」。


^  （ヨハ 18:37） ピラトは言った。「それでは，あなたは王なのだな」。イエスは答えた。「その通りです。真理を明らかにする*こと，このために私は生まれ，このために私は世に来ました。真理に従う人は皆，私の声を聞きます」。

または，「について証言する」。


^  （マル 10:17， 18） イエスが進んでいくと，ある男性が走ってきてひざまずき，こう質問した。「善い先生，永遠の命を受けるには何をしなければなりませんか」。 18 イエスは言った。「なぜ私のことを善いと呼ぶのですか。神以外に善い者は誰もいません。



^  （ヨハ 5:19） それでイエスはユダヤ人たちにこう言った。「はっきり言っておきますが，子は自分からは何一つ行えず，父がしていることを見て行えるにすぎません。何でも父がすることを子も同じように行います。



^  （詩 18:35） あなたは救いの盾を私に与え， 右手で私を支えてくださる。 私が優れた者になれるのはあなたが謙遜だから。



^  （ヘブ 1:3） 神の子は，神の栄光を反映し，神の本質を完全に表していて，力強い言葉によって全てのものを支えています。そして，私たちを罪から清めた後，天で威光に輝く神の右に座りました。



^  （イザ 50:4， 5） 主権者である主エホバは，私に話し方を教えて*くださった。 疲れた人に適切な言葉で答え*られるように。 神は毎朝，私を目覚めさせてくださり， 私が生徒のように耳を澄まして聞けるようにしてくださる。  5 主権者である主エホバが私の耳を開いてくださった。 私は反抗的ではなく， 背を向けることはなかった。

または，「よく訓練された舌を私に与えて」。
もしかすると，「を適切な言葉で力づけ」。


^  （ヨハ 13:1） イエスは，過ぎ越しの祭りの前に，自分がこの世を去って天の父のもとに行くべき時が来たことを知った。そして，世にいて自分に従う人たちを，それまでも愛してきたが，最後まで愛した。



^  （ヨハ 14:15） あなたたちは，私を愛しているなら，私のおきてを守ります。



^  （ヨハ 15:14， 15） 私が命じていることを行うなら，あなたたちは私の友です。 15 私はあなたたちをもう奴隷とは呼びません。奴隷は主人が行うことを知らないからです。私はあなたたちを友と呼びました。天の父から聞いたことを全てあなたたちに知らせたからです。



^  （マタ 28:19， 20） それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^  （ヘブ 10:7） 私は言いました。『ご覧ください，私は来ました。巻物に私について書いてある通り，神よ，あなたの望まれることを行うためにです』」。



^ （出 19:4-8） 『あなたたちは，私がエジプト人に行ったことを見た。それは，あなたたちをワシの翼に乗せて私の所に連れてくるためにしたことである。 5 私の声にしっかり従い，私との契約を守るなら，あなたたちは必ずあらゆる民の中から選ばれて私の特別な*所有物となる。地球全体は私のものである。 6 あなたたちは私にとって，祭司たちが治める王国，聖なる国民となる』。あなたはこれらのことをイスラエル人に言うべきである」。 7 モーセは下りていって民の長老たちを呼び，エホバが命じたこれらの言葉を全て告げた。 8 すると民は皆一致して答えた。「私たちは，エホバが話した全てのことを喜んで行います」。モーセはすぐに民の反応をエホバに知らせに行った。

または，「宝のような」。


^ （ヘブ 4:15） 私たちの大祭司は，私たちの弱さに同情できないような方ではありません。あらゆる点で私たちと同じように試され，しかも罪がない方です。



^ （ペテ一 2:22） キリストは罪を犯さず，欺きを語ったこともありませんでした。



^ （使徒 10:34， 35） そこでペテロは話し始めた。「神が不公平ではないことがよく分かりました。 35 神を畏れて正しいことを行う人はどの国の人でも神に受け入れられるのです。



^ （使徒 2:38） ペテロは言った。「悔い改めなさい。そして一人一人，罪の許しのためにイエス･キリストの名によってバプテスマを受けなさい。そうすれば，無償の贈り物である聖なる力を受けます。



^ （ペテ一 3:21） これに相当するものであるバプテスマ*（肉体の汚れを除くことではなく，健全な*良心を神に願い求めること）により，今皆さんはイエス･キリストの復活を通して救われています。

用語集参照。
または，「晴れ晴れとした」，「正しく機能する」。


^  （マタ 14:14-21） イエスは岸に下り，大勢の人を見た時，かわいそうに思い，病気の人たちを治した。 15 夕方になる頃，弟子たちが来て言った。「ここは辺ぴな場所で，もう遅い時間です。群衆を解散させ，村に行って自分で食べ物を買えるようにしてあげてください」。 16 しかしイエスは言った。「その必要はありません。あなたたちが食べ物を与えなさい」。 17 弟子たちは言った。「5つのパンと2匹の魚しかありません」。 18 イエスは，「私の所に持ってきなさい」と言った。 19 そして，草の上に座るよう群衆に指示した。5つのパンと2匹の魚を取り，天を見上げて祈り，パンを割って弟子たちに渡し，次いで弟子たちが群衆に与えた。 20 こうして皆が食べて満足した。余ったかけらを拾うと，12個の籠がいっぱいになった。 21 食べた男性は約5000人で，女性や子供もいた。



^  （マタ 23:10） また，指導者と呼ばれてもなりません。あなたたちの指導者はキリストひとりだからです。



^  （ヨハ 14:21） 私のおきてを受け入れてそれに従う人は私を愛しています。さらに，私を愛する人は父に愛されます。そして私はその人を愛して，自分のことをはっきり知らせます」。



^  （マル 12:30） あなたは，心を尽くし，知力を尽くし，力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければならない』。



^  （詩 36:9） あなたは命の源。 あなたの光によって私たちは光を見ます。



^  （ヤコ 1:17） 良い贈り物，完全な贈り物は全て，天から，光*の父から来ます。父は移り変わる影のように変化したりはしません*。

または，「天体の光」。
または，「父には影の移動による変化もありません」。


^  （格 8:22， 23） エホバが，創造の初めとして， 昔の偉業の最初として私を生み出した。 23 私は，昔から据えられた。 初めから，地球より前の時代から。



^  （格 8:30） その時，私は優れた働き手として神のそばにいた。 私は毎日，神が深い愛情を抱く存在で， いつも神の前で喜んだ。



^  （ヨハ 10:17） 父は私を愛してくださいます。私が命をなげうつからです。それは私が再び命を受けるためです。



^  （ヨハ 14:31） しかし，私が父を愛していることを世の人々が知るために，父が命じた通りにしています。立ちなさい。出掛けましょう。



^  （ヨハ 3:16） 神は，自分の独り子を与えるほどに人類を愛したのです。そのようにして，独り子に信仰を抱く人が皆，滅ぼされないで永遠の命を受けられるようにしました。



^  （ガラ 2:20） 私はキリストと共に杭にくぎ付けにされています。もう自分のためには生きておらず，キリストと結び付いて生きています*。人間としての今の命を，神の子への信仰によって生きているのです。神の子は私を愛し，私のために自分を差し出してくださいました。

直訳，「生きているのはもはや私ではなく，私と結び付いて生きているキリストです」。


^  （格 23:15， 16） わが子よ，あなたの心が賢くなったら， 私は心から喜ぶ。 16 あなたの唇が正しいことを語るとき， 私は心の奥底*から歓喜する。

直訳，「腎臓」。


^  （ヨハ一 5:3） 神を愛するとは，神のおきてを守ることです。神のおきては重荷ではありません。



^  （詩 40:8） 私の神，あなたの望まれることを喜んで行います*。 あなたの律法は私の奥深くにあります。

または，「望まれることを行うのは私の願いです」。


^  （ロマ 14:8） 生きるのならエホバ*のために生き，死ぬのならエホバ*のために死ぬのです。生きるにしても死ぬにしても，私たちはエホバ*のものです。

付録A5参照。
付録A5参照。
付録A5参照。


^  （ペテ一 4:1， 2） キリストは人間として苦しんだのですから，皆さんもキリストと同じ精神を身に着けて*ください。苦しんだ人は，罪を捨てた人なのです。 2 その人は残りの生涯を，もはや人間の欲望のためにではなく，神の望むことを行うために生きます。

または，「決意を抱いて」。


^ （詩 41:12） 私が忠誠を尽くすので，あなたは私を支えてくださる。 私を永遠にあなたの前に置いてくださる。



^  （マル 10:29， 30） イエスは言った。「はっきり言いますが，私のため，また良い知らせのために，家，兄弟，姉妹，母親，父親，子供，あるいは畑に別れを告げた人は皆， 30 今この時期に*百倍を，家，兄弟，姉妹，母親，子供，畑を迫害と共に得て，新しい体制で永遠の命を得ます。

または，「現在」。


^  （詩 41:12） 私が忠誠を尽くすので，あなたは私を支えてくださる。 私を永遠にあなたの前に置いてくださる。



^  （ヨブ 1:8） エホバはサタンに言った。「私に仕えるヨブに注目したか。地上に彼のような人はほかにいない。神に忠誠を尽くす*正直な人で，神を畏れ，悪から離れている」。

または，「非難されるところがない」。


^  （ヨブ 41:11） 誰がまず私に与えたので，私が報いなければならないのか。 天の下にある全ては私のものだ。



^  （格 27:11） わが子よ，賢くあって，私の心を喜ばせよ。 私をあざける*者に私が答えるためである。

または，「に挑む」。


^  （使徒 8:36） 道を進んでいくと，水がある所に来た。すると高官は言った。「見てください，水があります。私がバプテスマを受けられない理由が何かあるでしょうか」。



^  （使徒 16:33） 牢番は，その夜に2人を連れていって傷の手当てをした。そして，家の人全員と共にすぐにバプテスマを受けた。



^ （ヨハ 4:34） イエスは言った。「私の食べ物とは，私を遣わした方の望むことを行い，与えられた仕事を成し遂げることです。



^  （ヨハ 4:34） イエスは言った。「私の食べ物とは，私を遣わした方の望むことを行い，与えられた仕事を成し遂げることです。



^  （使徒 2:38） ペテロは言った。「悔い改めなさい。そして一人一人，罪の許しのためにイエス･キリストの名によってバプテスマを受けなさい。そうすれば，無償の贈り物である聖なる力を受けます。








研究記事11

バプテスマに向けてできること


「私がバプテスマを受けられない理由が何かあるでしょうか」。使徒 8:36

50番の歌 私の献身の祈り

何を学ぶか*



[image: 年齢や人種や国籍などの違ういろいろな人たちがバプテスマを受けている。]

世界中で若い人も年配の人もバプテスマに向けて努力し，多くの人がバプテスマを受けている。（1-2節を参照。）








1-2. バプテスマを受ける用意がまだできていないとしても，がっかりしなくてよいのはどうしてですか。（表紙の写真を参照。）

あなたはバプテスマを受けたいと思っていますか。それは素晴らしい目標です。自分はバプテスマを受ける用意ができていると思っていて，長老たちも同じように感じているなら，ぜひ次の機会にバプテスマを受けてください。エホバに仕える素晴らしい人生が待っています。

2 では，自分にはまだ準備ができていないと感じたり，もう少し努力が必要だと言われたりした場合はどうでしょうか。それでもがっかりしないでください。若くても年を取っていても，バプテスマに向けてできることがあります。






「受けられない理由が何かあるでしょうか」


 3. エチオピアの高官はフィリポに何と言いましたか。どんな質問が生じますか。（使徒 8:36，38）

3 使徒 8:36，38を読む。エチオピアの高官はフィリポにこう言いました。「私がバプテスマを受けられない理由が何かあるでしょうか」。この人はバプテスマを受けたいと思っていました。では本当に準備ができていたでしょうか。



[image: フィリポがエチオピアの高官に聖句を説明している。]

エチオピアの高官は，エホバについてもっと多くのことを知りたいと思っていた。（4節を参照。）





 4. エチオピアの高官が学び続けたいという意欲を持っていたことは，どんなことから分かりますか。

4 この高官は「崇拝のためにエルサレムに行ってき」たところでした。（使徒 8:27）ですから，この人はユダヤ教に改宗していたのでしょう。ヘブライ語聖書からエホバについて学んでいたはずです。それでも，もっと多くのことを知りたいと思っていました。フィリポと会った時，イザヤ書の預言を朗読していました。（使徒 8:28）聖書の基礎的な教えだけで満足するのではなく，深い真理も理解したいと思っていたのです。この記述から，高官が学び続けたいという意欲を持っていたことが伝わってきます。

 5. エチオピアの高官は学んだことをどのように実行していましたか。

5 この人はエチオピアの女王カンダケの高官で，「その財宝全てを管理」していました。（使徒 8:27）やるべきことがたくさんあって忙しかったはずです。それでも，エホバを崇拝するためにきちんと時間を取っていました。真理を学ぶだけでなく，学んだことを実行していました。実際，エチオピアから神殿があるエルサレムまで，はるばる旅をしてエホバを崇拝しました。これにはたくさんの時間と費用がかかったはずです。それでもエホバを崇拝するために努力を惜しみませんでした。

6-7. 高官のエホバへの愛はどのように深まっていきましたか。

6 この高官は，フィリポから大切な真理を幾つも教わりました。その中にはメシアが誰かということも含まれていました。（使徒 8:34，35）この人はイエスが自分のためにしてくれたことに感動したでしょう。その後どうしたでしょうか。ユダヤ教徒のままでいようとは思いませんでした。エホバとイエスへの愛に動かされて，バプテスマを受けてイエスの弟子になるという大きな決断をしました。フィリポもこの人はバプテスマの資格にかなっていると考え，バプテスマを施しました。

7 このエチオピアの高官に倣うなら，バプテスマに向けて準備を整えることができます。あなたも，「私がバプテスマを受けられない理由が何かあるでしょうか」と言えるようになるでしょう。では，エチオピアの高官にどのように倣えるでしょうか。3つの点を考えましょう。真理を学び続けること，学んだことを実行すること，エホバへの愛を深めていくことです。






真理を学び続ける


 8. ヨハネ 17章3節はどんなことの大切さを教えていますか。

8 ヨハネ 17:3を読む。イエスのこの言葉がきっかけで聖書を学んだ人は大勢います。あなたもそうかもしれません。でもこの聖句は，学び続けることの大切さも教えています。「唯一の真の神……のことを知」り続ける必要があります。（伝 3:11。ヨハ 17:3，脚注）エホバについて学ぶことに終わりはありません。エホバについて知れば知るほど，エホバをもっと愛するようになるでしょう。（詩 73:28）

 9. 聖書の基本的な教えを学んだ後も，どうする必要がありますか。

9 もちろん最初は，エホバについての基本的な教えから学び始めます。パウロは「ヘブライ人のクリスチャンへの手紙」の中で，そうした教えを「基礎的な事柄」と言いました。とはいえ，パウロは「初歩の教理」を軽く見ていたわけではありません。赤ちゃんの成長に必要な乳に例えています。（ヘブ 5:12; 6:1）でもパウロは，そうした基本的な教えだけで満足するのではなく，聖書の深い真理も学ぶ必要があると言いました。あなたは深い真理を意欲的に学んできましたか。エホバやエホバのお考えについて学び続け，成長していきたいと思っていますか。

10. 勉強することについてどう感じている人もいますか。

10 勉強するのは苦手だと感じる人もいます。あなたはどうですか。学校の勉強は好きでしたか。いろいろなことを学ぶのは楽しかったですか。それとも，読んだり学んだりするのがあまり好きではなかったでしょうか。そうだとしても大丈夫です。最高の先生であるエホバが助けてくれます。

11. エホバが「偉大な教師」だと言えるのはどうしてですか。

11 エホバは，自分は「偉大な教師」であると言っています。（イザ 30:20，21）私たちのことをよく理解して，優しく辛抱強く教えてくださる方です。私たちの良いところに注目してくれます。（詩 130:3）人間の脳を設計したエホバは，私たちにできないことまで求めたりはしません。（詩 139:14）人間には学ぶ意欲も備わっています。エホバは学ぶことをいつまでも楽しんでほしいと思っています。それで，聖書の真理を「強く求める気持ちを育」むのは大切なことです。（ペテ一 2:2）自分に達成できる目標を立て，聖書を読んで学ぶことを習慣にしましょう。（ヨシュ 1:8）エホバが助けてくださるので，聖書を読んでエホバについて学ぶことがどんどん楽しくなっていくでしょう。

12. イエスについてじっくり学ぶとよいのはどうしてですか。

12 イエスの生き方や伝道について時間を取ってじっくり考えるようにしましょう。問題が多い今の世の中で，エホバに仕えていくためには，イエスにしっかり従うことが大切です。（ペテ一 2:21）イエスは，自分に従う人たちがいろいろな問題にぶつかると言いました。（ルカ 14:27，28）でも，弟子たちが自分と同じようにエホバに仕えていくことができるということも確信していました。（ヨハ 16:33）イエスの生涯について詳しく調べ，毎日の生活でイエスに倣うよう努力しましょう。

13. 聖書を学ぶ時には，エホバにどんなことをお願いできますか。そうすることが大切なのはどうしてですか。

13 もちろん，知識を取り入れるだけでは十分とは言えません。エホバについてもっとよく理解し，エホバへの愛や信仰を強めていくことが大切です。（コリ一 8:1-3）学ぶ時には，信仰を強められるように助けてくださいとお願いしましょう。（ルカ 17:5）エホバはその祈りに必ず答えてくださいます。エホバについての正しい知識を取り入れ，本物の信仰を築くなら，学んだことを実行していくことができるでしょう。（ヤコ 2:26）






学んだことを実行していく




[image: ノアと家族が忙しく箱船を造ったり食料を用意したりしている。]

ノアと家族は洪水が起きる前にエホバから教えられた通りに行動した。（14節を参照。）





14. ペテロは学んだことを実行することの大切さをどのように教えましたか。（挿絵も参照。）

14 ペテロは，クリスチャンにとって学んだことを実行するのは大切だと教えました。ノアの時代の出来事を例にしてそのことを説明しています。エホバはノアに対して，大洪水で邪悪な人たちを滅ぼすと予告しました。ノアと家族は洪水が起きることを知っていただけで救われたわけではありません。ペテロは洪水の前に「箱船が建造され[た]」と言っています。（ペテ一 3:20）ノアと家族はエホバから教えられたことに基づいて行動し，大きな箱船を建造しました。（ヘブ 11:7）ペテロは，ノアがしたこととバプテスマを結び付けてこう言っています。「これに相当するものであるバプテスマ……により，今皆さんは……救われています」。（ペテ一 3:21）ノアと家族は，洪水の前に何十年もかけて箱船を建造しました。バプテスマを目指している人も，その目標に向けて今できることがあります。どんなことでしょうか。

15. 心から悔い改めているなら，どうするはずですか。

15 まず，自分の罪を心から悔い改めることが大切です。（使徒 2:37，38）本当に悔い改めているなら，考え方や行動を改めるはずです。不道徳な生き方やたばこや汚い言葉遣いなど，エホバが嫌うことを行っていたなら，それをやめましたか。（コリ一 6:9，10。コリ二 7:1。エフェ 4:29）もしまだであれば，やめる努力をぜひ続けましょう。聖書を教えてくれている人や長老たちに，悪い習慣をやめるためのアドバイスを求めることができます。若くて親と一緒に住んでいるなら，親に助けてもらってください。

16. エホバの崇拝にはどんなことが含まれますか。その習慣を守るためにどんなことができますか。

16 エホバを崇拝する良い習慣を守ることも大切です。例えば，集会に出席し，参加します。（ヘブ 10:24，25）伝道する資格を満たしたなら，定期的に参加しましょう。伝道すればするほど楽しくなっていくでしょう。（テモ二 4:5）若くて親と一緒に住んでいるなら，次のように考えてみてください。「自分はいつも親に言われて，集会や伝道に行っているだろうか。それとも自分から進んで行っているだろうか」。自分の意思で喜んで行うことで，エホバに愛や感謝を表し，信仰を示すことができます。そうするなら，「神への専心を行動に表し」，エホバに最善のものを捧げることになります。（ペテ二 3:11。ヘブ 13:15）誰かに強制されてではなく，自分から進んで行う時，エホバは喜んでくださいます。（コリント第二 9:7と比較。）エホバに最善のものを捧げるなら，私たちも幸せを味わうことができます。






エホバへの愛を深めていく


17-18. バプテスマに向けて努力する上で大切なものは何ですか。どうしてそう言えますか。（格言 3:3-6）

17 バプテスマに向けて努力していると，いろいろな問題にぶつかることがあります。あざけられたり，反対されたり，迫害されたりするかもしれません。（テモ二 3:12）悪い習慣をやめようと努力している中で後戻りしてしまうこともあるでしょう。自分がなかなか進歩していないように感じて，焦ったりイライラしたりすることもあり得ます。では，そういう時にも諦めないで頑張り続ける原動力になるのは何でしょうか。エホバへの愛です。

18 エホバへの愛ほど大切なものはありません。（格言 3:3-6を読む。）エホバへの強い愛があるなら，問題にぶつかってもエホバに仕え続けることができます。聖書によると，エホバはご自分に仕える人に揺るぎない愛を示す方です。それで，私たちを見捨てたりせずに愛を示し続けてくださいます。（詩 100:5）私たちはエホバに似た者として造られているので，エホバの揺るぎない愛に倣うことができます。（創 1:26）どのようにでしょうか。



[image: ある姉妹が窓から楽しそうに鳥を観察している。]

エホバに毎日感謝を伝えるようにしましょう。（19節を参照。）*





19. エホバがしてくださったことへの感謝の気持ちをどのように強められますか。（ガラテア 2:20）

19 まず感謝の気持ちを持つことが大切です。（テサ一 5:18）エホバが自分に対してどのように愛を示してくださったか，毎日考えるようにしましょう。そして具体的に感謝の祈りを捧げることができます。パウロと同じように，エホバがしてくださったことを自分個人に対する愛と考えるようにしましょう。（ガラテア 2:20を読む。）では，私たちはエホバへの愛をどのように示せるでしょうか。誘惑に遭ったり問題にぶつかったりしても，諦めずに頑張ることです。エホバを崇拝する良い習慣をしっかり守ることも大切です。

20. エホバに献身するとはどういうことですか。それはどれほど重要な決定ですか。

20 エホバへの愛が深まっていくと，祈りでエホバに献身したいと思うようになるでしょう。献身した人には素晴らしい将来が待っています。いつまでもエホバの家族の一員でいることができるのです。献身は，順調な時にもそうではない時にもエホバに仕えていくことを約束することです。これは一度限りの誓約で，本当に大きな決定です。それでも，エホバに献身すること以上に良い決定はありません。（詩 50:14）サタンは私たちのエホバへの愛を弱め，エホバに仕えることを諦めさせようとしてきます。でもサタンの思い通りにさせてはいけません。（ヨブ 27:5）エホバへの強い愛があるなら，献身の生き方を貫き，エホバとの絆をどんどん深めていくことができます。

21. バプテスマがスタートだと言えるのはどうしてですか。

21 エホバに献身したなら，バプテスマという次のステップについて長老たちと話し合ってください。でも覚えておきたい大切な点として，バプテスマはゴールではなくスタートです。その時から，エホバにいつまでも仕える人生が始まります。では，バプテスマを目指してエホバへの愛を毎日強めていくようにしましょう。そうするなら，バプテスマという目標を達成することができます。それは，新しい人生が始まる素晴らしい日になることでしょう。そして，エホバとイエスへの愛を永遠にわたって深めていくことができるでしょう。







バプテスマに向けて，以下の点で努力することが大切なのはどうしてですか


	  エホバについて学び続ける。



	  学んだことを実行していく。



	  エホバへの愛を深めていく。









135番の歌 エホバの温かな呼び掛け 「わが子よ，賢く」ありなさい

^  バプテスマを受けるためには，正しい動機が必要です。それに加えて，正しいことを行う必要もあります。エチオピアの高官の例から，バプテスマを受けるためにどんなことができるかを考えていきましょう。




^  写真や挿絵: エホバが与えてくださっているものについて，若い姉妹がエホバに感謝している。






^ （使徒 8:36） 道を進んでいくと，水がある所に来た。すると高官は言った。「見てください，水があります。私がバプテスマを受けられない理由が何かあるでしょうか」。



^ （使徒 8:36） 道を進んでいくと，水がある所に来た。すると高官は言った。「見てください，水があります。私がバプテスマを受けられない理由が何かあるでしょうか」。



^ （使徒 8:38） 高官は兵車を止めさせた。フィリポは高官と水の中に下りていき，バプテスマを施した。



^  （使徒 8:36） 道を進んでいくと，水がある所に来た。すると高官は言った。「見てください，水があります。私がバプテスマを受けられない理由が何かあるでしょうか」。



^  （使徒 8:38） 高官は兵車を止めさせた。フィリポは高官と水の中に下りていき，バプテスマを施した。



^  （使徒 8:27） そこでフィリポが出掛けていくと，エチオピアの宦官がいた。エチオピアの女王カンダケの高官で，その財宝全てを管理する人だった。この人は崇拝のためにエルサレムに行ってきて，



^  （使徒 8:28） その帰りに，兵車の中に座って預言者イザヤの書を朗読しているところだった。



^  （使徒 8:27） そこでフィリポが出掛けていくと，エチオピアの宦官がいた。エチオピアの女王カンダケの高官で，その財宝全てを管理する人だった。この人は崇拝のためにエルサレムに行ってきて，



^  （使徒 8:34， 35） 高官はフィリポに言った。「教えてください。預言者は誰について言っているのでしょうか。自分自身ですか，それとも誰かほかの人ですか」。 35 フィリポは話し始め，この聖句を手始めに，イエスについての良い知らせを告げた。



^ （ヨハ 17:3） 永遠の命を得るには，唯一の真の神であるあなたと，あなたが遣わされたイエス･キリストのことを知る必要があります。



^  （ヨハ 17:3） 永遠の命を得るには，唯一の真の神であるあなたと，あなたが遣わされたイエス･キリストのことを知る必要があります。



^  （伝 3:11） 神は全てを適切な時に美しくした*。神は人に，永遠を思う心さえ与えた。それでも人は，真の神の行いを決して知り尽くす*ことがない。

または，「に組織した」，「に整えた」，「に配置した」。
または，「を始まりから終わりまで決して知る」。


^  （ヨハ 17:3） 永遠の命を得るには，唯一の真の神であるあなたと，あなたが遣わされたイエス･キリストのことを知る必要があります。



^  （詩 73:28） 私にとって，神に近づくのは良いことだ。 私は，主権者である主エホバのもとに避難した。 その方の行い全てを知らせるために。



^  （ヘブ 5:12） 皆さんはすでに教える人になっているべきなのに，神の神聖な宣言の基礎的な事柄を，もう一度初めから誰かに教えてもらう必要があります。そして，固い食物*ではなく，乳を必要とする状態に逆戻りしています。

または，「よくかんで食べる物」。


^  （ヘブ 6:1） それで，私たちはキリストに関する初歩の教理より先に進んだのですから，十分に成長するように努力しましょう。基礎的な教えに逆戻りしては*なりません。すなわち，むなしい*行いを悔い改めること，神への信仰，

直訳，「再び土台を据えては」。
直訳，「死んでいる」。


^  （イザ 30:20， 21） エホバはあなたたちに苦難というパンを食べさせ，圧迫という水を飲ませる。とはいえ，あなたの偉大な教師はもはや姿を隠さず，あなたは自分の目で偉大な教師を見る。 21 右や左にそれそうになる時には，後ろからあなたの耳に，「これが道である。この道を歩みなさい」という言葉が聞こえる。



^  （詩 130:3） ヤハ*よ，もしあなたが過ちに注目*するなら， エホバよ，誰が立っていられるでしょうか。

エホバの短縮形。
または，「を記録」。


^  （詩 139:14） 私はあなたを賛美します。 私は，驚くほどに素晴らしく造られているからです。 あなたが行ったことの素晴らしさを， 私はよく知っています。



^  （ペテ一 2:2） 神の言葉にある，不純物のない*乳を，生まれて間もない子供のように強く求める気持ちを育んでください。その乳によって成長し，救われるためです。

または，「純粋な」。


^  （ヨシュ 1:8） この律法の書について語るのをやめて*はいけない。あなたはそれを昼も夜も小声で読ま*なければいけない。そこに記されている全てのことを注意深く守るためである。そうすればあなた*は成功し，賢く行動できる。

直訳，「書が口から離れて」。
または，「思い巡らさ」。
直訳，「あなたの道」。


^  （ペテ一 2:21） 皆さんはこうした道に招かれました。キリストでさえ皆さんのために苦しみ，その歩みに皆さんがしっかり付いてくるよう手本を示しました。



^  （ルカ 14:27， 28） 自分の苦しみの杭を運びながら私に付いてくる人でなければ，私の弟子になることはできません。 28 例えば，塔を建てようと思う場合，まず座って費用を計算し，完成させるだけのものを持っているかどうかを確かめるのではないでしょうか。



^  （ヨハ 16:33） これらのことを言ったのは，あなたたちが私によって平和な気持ちになるためです。あなたたちは世で苦難に遭いますが，勇気を出しなさい！ 私は世を征服したのです」。



^  （コリ一 8:1-3） さて，偶像に捧げられた食物について取り上げます。私たちは皆，知識を持っています。知識は人を思い上がらせますが，愛は人を向上させ*ます。 2 自分はあることについて知っていると思う人は，本当に知るべきところまでは知っていません。 3 しかし，神を愛している人は，神に知られています。

または，「力づけ」。


^  （ルカ 17:5） さて，使徒たちが主イエスに言った。「さらに信仰を与えてください」。



^  （ヤコ 2:26） 生命力*のない体が死んでいるのと同じように，行動が伴わない信仰も死んでいるのです。

または，「息」。


^  （ペテ一 3:20） その天使たちはノアの時代に不従順だった者たちです。その時代，神が辛抱して待っていた間，箱船が建造され，それに乗ったわずか8人の人*が水の中を通って救われました。

ギリシャ語，プシュケー。用語集参照。


^  （ヘブ 11:7） 信仰によってノアは，まだ見ていない事柄について神から警告された後，神への畏れを示し，自分の家族を救うために箱船を建造しました。そして，この信仰により世を断罪し，信仰のゆえに正しいと認められました。



^  （ペテ一 3:21） これに相当するものであるバプテスマ*（肉体の汚れを除くことではなく，健全な*良心を神に願い求めること）により，今皆さんはイエス･キリストの復活を通して救われています。

用語集参照。
または，「晴れ晴れとした」，「正しく機能する」。


^  （使徒 2:37， 38） 人々はこれを聞くと，心を刺され，ペテロやほかの使徒たちに言った。「皆さん，兄弟たち，私たちはどうしたらよいのですか」。 38 ペテロは言った。「悔い改めなさい。そして一人一人，罪の許しのためにイエス･キリストの名によってバプテスマを受けなさい。そうすれば，無償の贈り物である聖なる力を受けます。



^  （コリ一 6:9， 10） 正しくない人が神の王国を授けられることはない，ということを知らないのですか。思い違いをして*はなりません。性的に不道徳な人*，偶像を崇拝する人，姦淫をする人，同性愛行為に身を任せる人*，同性愛にふける人*， 10 盗む人，貪欲な人，酩酊する人，ののしる人，脅し取る人が神の王国を授けられることはありません。

または，「だまされて」。
用語集の「性的不道徳」参照。
同性愛行為において女役をする男性のことと考えられる。
直訳，「男性と寝る男性」。同性愛行為において男役をする男性のことと考えられる。


^  （コリ二 7:1） それで，愛する皆さん，私たちにはこのような約束があるのですから，体と精神のあらゆる汚れを除き去って自分を清め，神への畏れを抱いて神聖さを完成させていきましょう。



^  （エフェ 4:29） 不快な*言葉を口から出してはなりません。その場に合った励ましの言葉を述べて，聞く人のためになるようにしましょう。

直訳，「腐った」。


^  （ヘブ 10:24， 25） また，互いのことをよく考えて*，愛を表し立派な行いをするよう勧め*合いましょう。 25 仲間と集まることを怠ってはなりません。よく欠席する人たちに倣わないようにし，いつも励まし合いましょう。定められた日が近づいているのですから*，ますますこうしたことを行っていきましょう。

または，「を気遣って」，「に関心を払って」。
または，「意欲を起こさせ」，「奮い立たせ」。
または，「のを見て」。


^  （テモ二 4:5） しかしあなたは，どんな場合にも頭がさえた状態*を保ち，苦しみに耐え，福音伝道者として働き*，自分の奉仕を十分に行いなさい。

または，「鋭敏な感覚」，「冷静さ」。
または，「良い知らせを伝え続け」。


^  （ペテ二 3:11） これらのものは全てこのように溶解するのですから，自分がどんな人になるべきかを考えてください。聖なる振る舞いをし，神への専心を行動に表し，



^  （ヘブ 13:15） イエスを通して，絶えず神に賛美の犠牲を捧げましょう。神の名を人々に伝えて，言葉*で神を賛美するのです。

直訳，「唇の実」。


^  （コリ二 9:7） 一人一人が，嫌々ながらでも強いられてでもなく，心に決めた通りに行ってください。神は快く与える人を愛されます。



^ （格 3:3-6） 揺るぎない愛と忠実さ*を手放してはならない。 それを首に結べ。心に書き記せ。  4 そうすれば，神と人から好意を得， 深い洞察力があると認められる。  5 心を尽くしてエホバに頼れ。 自分の考え*に頼ってはならない。  6 どんな道を行く時にも神のことを考えよ。 そうすれば神が真っすぐに進ませてくださる。

または，「真実さ」。
直訳，「理解」。


^  （テモ二 3:12） 神への専心を貫き，キリスト･イエスに従って生きようとする人は皆，同じように迫害を受けます。



^  （格 3:3-6） 揺るぎない愛と忠実さ*を手放してはならない。 それを首に結べ。心に書き記せ。  4 そうすれば，神と人から好意を得， 深い洞察力があると認められる。  5 心を尽くしてエホバに頼れ。 自分の考え*に頼ってはならない。  6 どんな道を行く時にも神のことを考えよ。 そうすれば神が真っすぐに進ませてくださる。

または，「真実さ」。
直訳，「理解」。


^  （詩 100:5） エホバは善い方。 神の揺るぎない愛は永遠に続く。 神の真実さはいつの時代までも変わることがない。



^  （創 1:26） 神は言った。「私たちに似た者として人を造ろう。そして人に，海の魚，空を飛ぶ生き物，家畜，地面を動くあらゆる生き物を治めさせ，地球を世話させよう」。



^ （ガラ 2:20） 私はキリストと共に杭にくぎ付けにされています。もう自分のためには生きておらず，キリストと結び付いて生きています*。人間としての今の命を，神の子への信仰によって生きているのです。神の子は私を愛し，私のために自分を差し出してくださいました。

直訳，「生きているのはもはや私ではなく，私と結び付いて生きているキリストです」。


^  （テサ一 5:18） 全てのことに感謝してください。これは，キリスト･イエスに従う皆さんに神が望んでいる事柄です。



^  （ガラ 2:20） 私はキリストと共に杭にくぎ付けにされています。もう自分のためには生きておらず，キリストと結び付いて生きています*。人間としての今の命を，神の子への信仰によって生きているのです。神の子は私を愛し，私のために自分を差し出してくださいました。

直訳，「生きているのはもはや私ではなく，私と結び付いて生きているキリストです」。


^  （詩 50:14） 感謝の気持ちを神への犠牲とし， 至高者への誓約を果たせ。



^  （ヨブ 27:5） あなた方を正しいと認めるなど私には考えられない！ 私は死ぬまで忠誠を貫く*！

または，「忠誠心を捨てない」。







読者からの質問





ルツ 4章6節で，名前の書かれていない人が，ルツと結婚すると自分の相続財産が「減る」と言ったのはどうしてですか。（ルツ 4:1，脚注）

モーセの律法には，子供がいないまま既婚の男性が死んだ場合，土地や家名がどうなるのかについて，幾つかの規定がありました。

律法によると，死んだ人の土地や，お金に困って売り払った土地は買い戻すことができました。買い戻す権利があったのは，その人の兄弟か近親者です。買い戻すことで，その土地はずっと同じ家系の人の所有地になりました。（レビ 25:23-28。民 27:8-11）

死んだ人の家名はどうなったでしょうか。レビレート婚つまり義兄弟結婚によって，名前を残して後代に伝えることができました。死んだ人の兄弟が残された女性と結婚して，子供をつくると，その子供が死んだ人の名前を受け継ぎ，土地を相続できました。この制度は，残された女性のためにもなりました。ルツがしたのはこの結婚です。（申 25:5-7。マタ 22:23-28）

ナオミの場合について考えてみましょう。ナオミはエリメレクという男性と結婚していました。しかし，エリメレクも息子の2人も死に，家計を支える稼ぎ手がいなくなりました。（ルツ 1:1-5）ユダに戻ってから，ナオミはルツに，ボアズに相談して土地を買い戻してもらうようにと言いました。ボアズがエリメレクの近親者だったからです。（ルツ 2:1，19，20; 3:1-4）でもボアズは，親族の中に自分よりも近縁の人がいることを知っていました。ボアズが町の門の所で呼び掛けた，名前の書かれていない人です。買い戻す第一の権利はその人にありました。（ルツ 3:9，12，13）

ボアズに呼び掛けられた人は最初，乗り気でした。（ルツ 4:1-4）幾らかの出費になりますが，ナオミは相続人になれる子供を産めないため，エリメレクの土地は自分のものにできそうです。悪くない話でした。

しかし，ルツと結婚しなければいけないことを知って，考えを変えます。こう言いました。「私は買い戻せません。私の相続財産が減ることになりかねません」。（ルツ 4:5，6）どうして気が変わったのでしょうか。

ルツがこの人か誰かと結婚して子供を産むと，エリメレクの土地はその子供が相続します。そうなるとこの人の「相続財産が減る」というのは，どういうことでしょうか。聖書には書かれていませんが，次のような可能性が考えられます。

	  まず，土地のために使ったお金が無駄になると思えたかもしれません。エリメレクの土地は結局自分のものにはならず，ルツの息子のものになるからです。



	  次に，ナオミのこともルツのことも世話しなければいけなくなります。



	  そして，自分とルツとの間にさらに子供ができたら，その子供たちと自分のほかの子供たちが財産を分け合わなければいけなくなります。



	  さらに，もしこの人に子供がいなかったとしたら，ルツとの間にできた子供が，エリメレクとこの人の両方の土地の所有権を持つことになります。この人の家名ではなくエリメレクの家名を継いだ子供が，この人の土地を相続することになります。この人はそこまでしてナオミを助けようとは思いませんでした。買い戻す権利を2番目に持つボアズに譲ることにしました。ボアズは「死んだ人の名前を相続地に残し」たいと思い，引き受けることにしました。（ルツ 4:10）





この人は，自分の名前と財産に執着心があったようです。何よりも自分のことが大切でした。しかし，そのためにかえって，この人の名前は歴史に残りませんでした。ボアズとは違い，メシアつまりイエス･キリストの先祖になるという大きな名誉も得損ないました。自分のことばかり考えて，困っている人を助けなかったために，何と残念な結果になったのでしょう。（マタ 1:5。ルカ 3:23，32）











^ （ルツ 4:6） すると，その人は言った。「私は買い戻せません。私の相続財産が減ることになりかねません。権利を放棄しますので，あなたが買い戻してください。私は買い戻せないからです」。



^ （ルツ 4:1） ボアズは町の門の所に行き，そこに座った。すると，ボアズが言っていた買い戻す権利を持つ人が通り掛かった。ボアズが，「ここに来て，座ってください」と言うと，その人*は来て，座った。

名前は述べられていない。


^  （レビ 25:23-28） 土地はずっと売り渡されたままであってはならない。土地は私のものだからである。あなたたちは私から見れば外国人居住者で移住者である。 24 あなたたちが所有する地方全体で，土地を買い戻す権利を認めるべきである。 25 仲間が貧しくなって所有地を売った場合，買い戻す権利を持つ近親者が来て，兄弟が売ったものを買い戻さなければならない。 26 買い戻してくれる人がいなくても，当人が裕福になって買い戻せるようになった場合， 27 土地を売ってからの年数分の金額を計算し，それを差し引いた額を，売った相手に返すべきである。こうして自分の所有地に帰ることができる。 28 しかし，買い戻せるだけのお金がなければ，売ったものはヨベルの年まで，買った人のものである。その土地はヨベルの時に本来の持ち主に返され，その人は自分の所有地に帰る。



^  （民 27:8-11） イスラエル人に告げなさい。『人が死んで息子がいない場合，相続地は娘に渡さなければならない。 9 娘もいなければ，相続地はその人の兄弟に与える。 10 兄弟もいなければ，相続地はその人の父の兄弟に与える。 11 その人の父に兄弟がいなければ，相続地は氏族の中で一番近い肉親に与え，その人が所有する。この法規はイスラエル人のための法令となる。エホバがモーセに命じた通りである』」。



^  （申 25:5-7） 兄弟たちが共に住み，その1人が息子を持たずに死んだなら，死んだ人の妻は夫の家族以外の人と結婚すべきではありません。彼女にとって義理の兄弟である人が彼女の所に行って，自分の妻とし，義兄弟結婚*をすべきです。 6 彼女が産む最初の息子は死んだ夫の名前を受け継ぎます。その名前がイスラエルから消し去られないためです。 7 もしその人が自分の兄弟が残したやもめと結婚したがらないなら，そのやもめは町の門にいる長老たちの所へ行って，『私の夫の兄弟は自分の兄弟の名前をイスラエルの中に残すことを拒み，私と義兄弟結婚をすることに同意しません』と言うべきです。

用語集参照。


^  （マタ 22:23-28） その日，復活などはないと言うサドカイ派の人たちがやって来て，こう尋ねた。 24 「先生，モーセは，『男が子供を持たずに死んだなら，彼の兄弟が残された妻と結婚して兄弟のために子孫をもうけなければならない』と言いました。 25 さて，私たちの所に7人の兄弟がいました。長男は結婚し，死にましたが，子孫がおらず，妻を兄弟のもとに残しました。 26 次男，三男，結局7人ともが同じようになりました。 27 最後にその女性が死にました。 28 そうすると復活の際，この女性は7人のうち誰の妻なのでしょうか。全員が妻にしたのです」。



^  （ルツ 1:1-5） 裁き人が裁きを行っていた時代に，飢饉が起きた。そのため，ある男性が妻と2人の息子を連れて，ユダのベツレヘムからモアブの田舎に移住した。 2 その男性の名前はエリメレク*，妻はナオミ*，息子はマフロン*とキルヨン*で，皆，ユダのベツレヘムつまりエフラタの人だった。一家はモアブの田舎に落ち着いた。 3 やがてエリメレクは死に，妻のナオミと息子2人が後に残された。 4 その後，息子たちはそれぞれオルパとルツというモアブ人の女性と結婚した。それから10年ほどが過ぎた。 5 そして息子のマフロンとキルヨンが死に，ナオミは夫にも子供にも先立たれてしまった。

意味，「私の神は王」。
意味，「私の快さ」。
もしかすると，「弱くなる」，「病気になる」という意味のヘブライ語に由来。
意味，「衰える者」，「終わりを迎える者」。


^  （ルツ 2:1） さて，ナオミには，夫の親族でとても裕福な人がいた。ボアズという名前で，エリメレクと同じ氏族の人だった。



^  （ルツ 2:19， 20） しゅうとめのナオミは言った。「今日はどこで落ち穂を拾ったの？ どこで働いたの？ あなたのことを気に掛けてくださった方に祝福がありますように」。ルツは，誰の所で働いたかを話して，こう言った。「今日，ボアズという方の所で働きました」。 20 ナオミはルツに言った。「その人にエホバの祝福がありますように。神は，生きている者にも死んだ者にも揺るぎない愛を示してくださったのだわ」。ナオミはさらに言った。「その人は私たちの親戚で，私たちを買い戻す権利を持つ人の1人なのよ」。



^  （ルツ 3:1-4） さて，しゅうとめのナオミはルツに言った。「ねえ，あなたが安心して暮らせるよう結婚相手を見つけて*あげたいわ。幸せになってほしいの。 2 ボアズは私たちの親戚で，そこの若い女性たちとあなたは一緒にいたでしょう？ 今夜ボアズは脱穀場で作業*しているわ。 3 だから，あなたは体を洗って香油を塗り，きちんとした身なりで*脱穀場に行きなさい。ボアズが食べたり飲んだりし終えるまで気付かれてはいけません。 4 ボアズが横になる時，その場所をしっかり見ておくのよ。それから，行って，ボアズの足元の服をまくって横になりなさい。どうしたらいいかを教えてくれるわ」。

直訳，「休み場を探して」。
脱穀したものを放り上げ，もみ殻を風で吹き分ける作業。
または，「外衣を着て」。


^  （ルツ 3:9） 「誰ですか」と尋ねると，ルツは答えた。「ルツでございます。どうか私を保護して*ください。あなたは買い戻す権利をお持ちですから」。

または，「あなたの衣の裾で覆って」。


^  （ルツ 3:12， 13） ただ，私には買い戻す権利があるのですが，私より近い親族で権利を持つ人がいます。 13 今夜はここにいなさい。朝になって，その人があなたを買い戻すなら，それでよいでしょう。そうしてもらいましょう。しかし，買い戻そうとしないなら，この私があなたを買い戻すことを，生きている神エホバに懸けて誓います。朝までここで横になっていなさい」。



^  （ルツ 4:1-4） ボアズは町の門の所に行き，そこに座った。すると，ボアズが言っていた買い戻す権利を持つ人が通り掛かった。ボアズが，「ここに来て，座ってください」と言うと，その人*は来て，座った。 2 そしてボアズは町の長老10人を連れてきて，「ここに座ってください」と言い，長老たちは座った。 3 ボアズは，買い戻す権利を持つ人に言った。「モアブの田舎から戻ってきたナオミは，私たちの親族エリメレクの土地を売らなければなりません。 4 私は，この件をあなたに知らせてこう言うべきだと思いました。『ここの住民と民の長老たちの前でその土地を買ってください。あなたが買い戻すのでしたら，そうしてください。しかし，そうしないのでしたら，私に言ってください。買い戻す権利はまずあなたにあり，私はその次だからです』」。その人は答えた。「私が買い戻しましょう」。

名前は述べられていない。


^  （ルツ 4:5， 6） ボアズは言った。「あなたがその土地をナオミから買う日には，夫を亡くしたモアブ人のルツからもそれを買い，死んだ人の名前を相続地に残さなければなりません」。 6 すると，その人は言った。「私は買い戻せません。私の相続財産が減ることになりかねません。権利を放棄しますので，あなたが買い戻してください。私は買い戻せないからです」。



^  （ルツ 4:10） また，マフロンの妻だったモアブ人のルツを私の妻にし，死んだ人の名前を相続地に残します。死んだ人の名前が兄弟たちの間から，町の人々の間から*忘れ去られないようにするためです。皆さんは今日，証人です」。

直訳，「住んだ場所の門から」。


^  （マタ 1:5） サルモンの子はラハブが産んだボアズ， ボアズの子はルツが産んだオベデ， オベデの子はエッサイ，



^  （ルカ 3:23） イエスは活動を開始した時，およそ30歳で，人々の意見では， ヨセフの子であった。ヨセフの父はヘリで，さかのぼると，



^  （ルカ 3:32） エッサイ，オベデ，ボアズ，サルモン，ナフション，








研究記事12

創造物からエホバのことをもっと知る


「神の見えない性質は，世界の創造以来明らかです。造られた物を見れば……分かります」。ローマ 1:20

6番の歌 エホバをたたえる

何を学ぶか*




 1. ヨブはどのようにしてエホバについてもっとよく知るようになりましたか。

ヨブはエホバと会話するという特別な経験をしました。エホバは創造物の素晴らしさにヨブの注意を向けさせました。そして，ご自分の知恵や，ご自分に仕える人たちに良いものをたくさん与えているということを教えました。その会話を通してヨブは，エホバが動物たちを養っているのであれば自分のことも支えてくれる，ということを理解しました。（ヨブ 38:39-41; 39:1，5，13-16）こうしてヨブは，創造物からエホバがどんな方かをもっとよく知るようになりました。

 2. 創造物をじっくり観察するのが簡単ではないのはどうしてですか。

2 私たちも創造物をじっくり観察するなら，エホバについてもっとよく知ることができます。でも，そうするのが簡単ではないこともあります。都会に住んでいると，自然に触れる機会がそもそも少ないかもしれません。自然が豊かな所に住んでいても，忙しくてじっくり観察する時間がないかもしれません。では，これから次の点を考えてみましょう。時間を取って創造物を観察するとよいのはどうしてでしょうか。エホバとイエスは創造物を通してどんな大切なことを教えましたか。創造物からエホバについてもっとよく知るために，どんなことができるでしょうか。






創造物を観察するとよいのはどうしてか




[image: アダムが興味津々で岩の上のカタツムリを見ている。]

エホバはアダムに，創造物を観察して名前を付けるというやりがいのある仕事を与えた。（3節を参照。）





 3. エホバはご自分の造った物をアダムに楽しんでほしいと思っていました。どうしてそう言えますか。

3 エホバはご自分が造った物をアダムに楽しんでほしいと思っていました。アダムをエデンの園に住ませ，そこを耕して美しいパラダイスを広げていく仕事を与えました。（創 2:8，9，15）アダムは植物が芽を出したり花を咲かせたりする様子を見て，目を輝かせたことでしょう。エデンの園を管理するのはとても楽しい仕事だったはずです。さらに，エホバは動物に名前を付ける仕事も与えました。（創 2:19，20）ご自分でその仕事をすることもできましたが，アダムに任せたのです。アダムはそれぞれの動物の特徴や習性をよく観察して名前を付けていったに違いありません。これはとてもやりがいのある仕事だったことでしょう。エホバの知恵や芸術的センスをもっと知る機会にもなりました。

 4. （ア）創造物を観察するとよいのはどうしてですか。（イ）創造物の中であなたが特に素晴らしいと思う物は何ですか。

4 創造物をじっくり観察するとよいのはどうしてでしょうか。1つの理由は，エホバが望んでいることだからです。エホバはこう言いました。「天を見上げてみなさい。誰がこれらの物を創造したのか」。（イザ 40:26）天だけでなく地球にも，エホバが造った素晴らしい物があふれています。（詩 104:24，25）そしてエホバは，自然の美しさに感動する気持ちを私たちに持たせてくださいました。多種多様な創造物を楽しめるよう，視覚，聴覚，触覚，味覚，嗅覚といった五感も与えてくださいました。

 5. ローマ 1章20節によると，エホバが造った物からどんなことが分かりますか。

5 聖書は創造物を観察するとよい別の理由を説明しています。それは，創造物を通してエホバがどのような方かを知ることができるということです。（ローマ 1:20を読む。）例えば，自然が見事に設計されていることについて考えると，エホバが知恵のある方だということが分かります。また，いろいろな種類の食べ物を楽しめるようにしてくださっていることを考えると，エホバが私たちのことを愛してくださっていることが分かります。創造物を観察してエホバがどんな方かが分かると，エホバにもっと引き寄せられます。では，エホバが創造物を通してどんな大切な点を教えてくださっているか，考えてみましょう。






エホバは創造物を通してご自分について教えている


 6. 渡り鳥を観察するとどんなことを学べますか。

6 エホバは時を定めている。イスラエルでは毎年2月の終わりから5月の中ごろにかけて，コウノトリが北に向かって渡りをする様子を見ることができました。エホバはイスラエル人にこう言いました。「空を飛ぶコウノトリでさえ，季節を知っている」。（エレ 8:7）エホバは，コウノトリが渡りをする時期を決めているのと同じように，裁きの時も正確に定めています。私たちは渡り鳥を観察する時，エホバがご自分の「定められた時」に今の悪い世界を必ず滅ぼす，ということを確信できます。（ハバ 2:3）

 7. 鳥が飛ぶ様子からどんなことを学べますか。（イザヤ 40:31）

7 エホバは力を与えてくださる。エホバはイザヤを通して，落胆している人たちに力を与えることを約束しました。ワシが「翼を広げて舞い上がる」かのように元気を取り戻せるのです。（イザヤ 40:31を読む。）昔のイスラエル人は，ワシが上昇気流に乗って，ほとんど羽ばたかずに舞い上がる様子をよく目にしました。エホバはワシに力を与えるのと同じように，ご自分に仕える人たちにも力を与えてくださいます。私たちは鳥が翼を大きく広げて悠々と空を飛ぶ様子を見る時，エホバが私たちにも問題を乗り越える力を与えてくださるということを思い起こせます。

 8. ヨブはエホバが造った物からどんなことを学びましたか。私たちはどんなことを学べますか。

8 エホバは信頼できる。エホバは，ヨブがご自分に対する信頼を深めることができるように助けました。（ヨブ 32:2; 40:6-8）ヨブとの会話の中で，星や雲や稲妻など，ご自分が造った物について話しました。また，野牛や馬など動物にも注目するようにと言いました。（ヨブ 38:32-35; 39:9，19，20）こうした創造物を観察すると，エホバの並外れた力だけでなく，深い愛や知恵についても分かります。ヨブはこの会話を通して，エホバをいっそう信頼できるようになりました。（ヨブ 42:1-6）私たちも創造物をじっくり観察すると，エホバが私たちよりはるかに賢くて力のある方であることを学べます。また，私たちが経験している問題全てを必ずなくしてくれることも確信できます。こうしたことを考えると，エホバへの信頼がいっそう強まります。






イエスは創造物からエホバについて教えた


9-10. 太陽と雨からエホバについてどんなことを学べますか。

9 イエスは自然界について詳しく知っていました。エホバが宇宙を創造した時，イエスは「優れた働き手」としてエホバと一緒に働きました。（格 8:30）地上にいた時には，創造物からエホバについて教えました。どんなことを教えたか，見てみましょう。

10 エホバは全ての人に愛を示す。イエスは山上の垂訓の中で弟子たちに，太陽と雨の恵みについて話しました。太陽も雨も私たちが生きていく上でなくてはならないものですが，多くの人は当たり前のものと考えています。エホバはご自分に仕える人たちだけに太陽や雨の恵みを与えることもできましたが，そうはせず，全ての人に与えることによって愛を示しています。（マタ 5:43-45）イエスはこの例を使って，エホバは弟子たちにも全ての人に対して愛を示すことを望んでいる，ということを教えました。私たちは美しい夕日が沈む景色や爽やかな雨が降るのを見る時，エホバの公平な愛について思い起こせます。そして，エホバに倣って全ての人に愛を示し，良い知らせを伝えたいという気持ちになります。

11. 鳥を観察するとどんなことを確信できますか。

11 エホバは生きていくのに必要なものを与えてくださる。イエスは山上の垂訓の中でこう言いました。「鳥をよく観察しなさい。種をまいたり，刈り取ったり，倉に集めたりはしません。それでも天の父は鳥を養っています」。この時，イエスの話を聞いていた人たちの上を鳥が飛んでいたかもしれません。そしてイエスはこう問い掛けます。「あなたたちはそれよりも価値があるのではありませんか」。（マタ 6:26）イエスはこのようにして，エホバが私たちを養ってくださることを温かく教えました。（マタ 6:31，32）創造物から学べるこの教訓は，今でも兄弟姉妹にとって励ましとなっています。スペインに住むある若い開拓者の姉妹は，ふさわしい住まいが見つからなくてがっかりしていました。でも，鳥たちが木の実や種をついばんでいるのを見て，元気が出ました。こう言っています。「エホバは鳥たちを養っているのだから，私のことも必ず世話してくださるはずだと思いました」。それから間もなく，姉妹は無事ふさわしい住まいを見つけることができました。

12. マタイ 10章29-31節によると，イエスはスズメを引き合いに出してどんなことを教えましたか。

12 エホバは私たち一人一人を大切に思っている。イエスは使徒たちを伝道に送り出す前に，反対に遭っても恐れなくていいということを教えました。（マタイ 10:29-31を読む。）イエスはスズメを引き合いに出して，そのことを説明しました。スズメはイスラエルの人たちにとって見慣れた鳥で，価値が小さく，安く売られていました。でもイエスはこう言いました。「その1羽でさえ，天の父が知らないうちに地面に落ちることはありません。……あなたたちはたくさんのスズメより価値があるのです」。エホバが一人一人を大切に思ってくれているので迫害を怖がる必要はない，と教えました。使徒たちは町や村で伝道している時，スズメを見てイエスの言葉を思い出したはずです。私たちもスズメを見る時，自分は「たくさんのスズメより価値があ」り，エホバが大切に思ってくれているということを思い出しましょう。エホバが助けてくれるので，反対に遭っても勇気を持って立ち向かうことができます。（詩 118:6）






創造物からエホバのことをもっと知るにはどうしたらいいか


13. 創造物からエホバについて学ぶには，どうする必要がありますか。

13 創造物からエホバについてもっと多くのことを学ぶには，どうしたらいいでしょうか。まず，創造物を観察する時間を取りましょう。そして，そこからエホバについてどんなことが学べるか，じっくり考えましょう。でも，そうするのは簡単ではないかもしれません。カメルーンのジェラルディン姉妹はこう言います。「私は都会で育ったので，自然を観察するには意識的な努力が必要です」。長老のアルフォンソ兄弟もこう言います。「創造物を観察し，エホバについてじっくり考えるには，一人になれる時間をちゃんとつくる必要があると思いました」。



[image: ダビデが羊の番をしながら夜空を眺めている。]

ダビデは創造物を観察し，エホバについて学べることをじっくり考えた。（14節を参照。）





14. ダビデはエホバが造った物について思い巡らし，どんなことを学びましたか。

14 ダビデもエホバが造った物についてじっくり考えました。こう言っています。「あなたが指で造った天を仰ぎ，あなたが並べた月や星を眺めて思う。死にゆく人間が何者なのであなたは心に留めてくださるのか」。（詩 8:3，4）ダビデは夜空を眺めて，宇宙の広大さに感動しただけではありません。月や星からエホバについて学べることをじっくり考え，エホバがどれほど偉大な方かを知りました。また別の時には，胎児が母親のおなかの中でどのように成長していくかについても思い巡らし，エホバの深い知恵に心を打たれました。（詩 139:14-17）

15. 私たちの周りにあるどんな物からエホバについて知ることができますか。（詩編 148:7-10）

15 ダビデと同じように，私たちも周りに少し目を向けるだけで，創造物からエホバについてたくさんのことを学べます。例えば，太陽の暖かさを感じる時，エホバが力にあふれた方であることが分かります。（エレ 31:35）鳥が巣を作っているのを見ると，エホバの知恵を知ることができます。子犬が自分のしっぽを追い掛けている姿を見て，エホバのユーモアのセンスを感じます。お母さんが赤ちゃんと遊んでいる様子を見ると，エホバが優しい方であることを感じます。エホバについて学べる機会はたくさんあります。エホバが造った小さな物も大きな物も，近くにある物も遠くにある物も，全てエホバを賛美し，エホバについて教えてくれるのです。（詩編 148:7-10を読む。）

16. エホバについてもっと知るために，どうしたいと思いますか。

16 エホバはとても賢く，思いやりがあり，力の強い方です。芸術的センスにあふれる方でもあります。そのことは創造物を見るとよく分かります。ぜひ時間を取って創造物を観察し，エホバがどんな方かをじっくり考えるようにしましょう。そうするならエホバに引き寄せられ，エホバをもっと愛するようになります。（ヤコ 4:8）では親は，子供がエホバをもっと愛せるようになるために，創造物からどのように教えることができるでしょうか。その点については次の記事で考えます。







どのように答えますか


	  創造物を観察する時間を取るとよいのはどうしてですか。



	  エホバとイエスは創造物を通してどんな大切なことを教えましたか。



	  創造物からエホバのことをもっと知るにはどうしたらいいですか。









5番の歌 エホバは素晴らしい創造者

^  太陽のようなダイナミックなものから，花びらのような繊細なものまで，エホバの創造物は感動を与えます。エホバが造った物を見ると，エホバがどんな方かを知ることができます。この記事では，時間を取ってエホバの創造物をよく観察するとよいのはどうしてか，そうすることでどのようにエホバに引き寄せられるかを考えます。






^ （ロマ 1:20） 神の見えない性質は，世界の創造以来明らかです。造られた物を見れば，神が永遠に力を持っていて，確かに神であるということが分かります。ですから，彼らは言い訳ができません。



^  （ヨブ 38:39-41） あなたはライオンのために獲物を狩ることができるか。 若いライオンの食欲を満たせるか。 40 ライオンがすみかに身を潜め， 隠れ場で横になって待ち伏せする時に。 41 誰がワタリガラスに食べ物を備えるのか。 ワタリガラスの子が，食べ物がなくてさまよい， 神に助けを求めて叫ぶ時に。



^  （ヨブ 39:1） あなたは山ヤギが子を産む時を知っているか。 鹿が子を産むのを見たことがあるか。



^  （ヨブ 39:5） 誰が野ロバ*を自由にし，野ロバの綱を解いたか。

または，「オナガー」。


^  （ヨブ 39:13-16） ダチョウは翼を楽しげに羽ばたかせる。 しかし，その翼はコウノトリの羽や羽毛にかなうだろうか。 14 ダチョウは卵を地面に残し， 土の中でそれを温める。 15 何かにそれが踏まれることや， 野生動物に踏みつけられることを考えはしない。 16 ダチョウは自分のひなを荒く扱う。自分の子ではないかのように。 苦労が無駄になることを気にしない。



^  （創 2:8， 9） さらにエホバ神は東方のエデンに庭園を造り，自分が形作った人をそこに置いた。 9 エホバ神は，食べられる実を付けるさまざまな美しい木が地面から生えるようにし，庭園の真ん中に命の木を生えさせた。また，善悪の知識の木を生えさせた。



^  （創 2:15） エホバ神は人をエデンの園に住ませた。そこを耕させ，管理させるためだった。



^  （創 2:19， 20） さて，地面からさまざまな野生動物と空を飛ぶ生き物を形作ったエホバ神は，生き物たちを人の所に連れてきて，人がそれぞれを何と呼ぶかを知ろうとした。そして，人が呼んだ名がその生き物の名前になった。 20 人はあらゆる家畜と空を飛ぶ生き物と野生動物に名前を付けたが，人には補って助けてくれる人がいなかった。



^  （イザ 40:26） 天を見上げてみなさい。 誰がこれらの物を創造したのか。 星の軍勢を数え上げて率いている者である。 その者は全ての星を名で呼ぶ。 膨大な活力*と驚異的な力を持っているので， 一つとして欠ける星はない。

または，「動的エネルギー」。


^  （詩 104:24， 25） エホバ，あなたの偉業は何と多いのだろう。 あなたは知恵によって全てを造った。 地球はあなたが造ったもので満ちている。 25 海はとても大きく，広い。 数え切れないほどの生き物がいる。 小さいものも，大きいものも。



^ （ロマ 1:20） 神の見えない性質は，世界の創造以来明らかです。造られた物を見れば，神が永遠に力を持っていて，確かに神であるということが分かります。ですから，彼らは言い訳ができません。



^  （ロマ 1:20） 神の見えない性質は，世界の創造以来明らかです。造られた物を見れば，神が永遠に力を持っていて，確かに神であるということが分かります。ですから，彼らは言い訳ができません。



^  （エレ 8:7） 空を飛ぶコウノトリでさえ，季節*を知っている。 ヤマバト，アマツバメ，ツグミ*も，渡りの*時を守る。 しかし，私の民はエホバが裁く時を理解していない」』。

または，「定められた時」。
もしかすると，「鶴」。
または，「戻る」。


^  （ハバ 2:3） この幻は定められた時のためのもので， 終わり*に向かって急いでおり，偽りではない。 たとえ遅れるとしても*，待ち続けよ*。 必ずその通りになるからである。 遅くなることはない！

または，「実現」。
または，「遅れているように思えても」。
または，「心から待ち望め」。


^ （イザ 40:31） しかし，希望を抱いてエホバを待つ人は，再び力を得る。 ワシのように翼を広げて舞い上がる。 走っても弱ることがなく， 歩いても疲れ果てない」。



^  （イザ 40:31） しかし，希望を抱いてエホバを待つ人は，再び力を得る。 ワシのように翼を広げて舞い上がる。 走っても弱ることがなく， 歩いても疲れ果てない」。



^  （ヨブ 32:2） さて，ラムの氏族のブズの子孫，バラクエルの子エリフは怒りに燃えた。なぜなら，ヨブが神の正しさよりも自分の正しさを証明しようとしたからだった。



^  （ヨブ 40:6-8） そこでエホバは暴風の中からヨブに言った。  7 「男らしく，私の問いに向き合ってみなさい。 私はあなたに質問しよう。あなたは私に答えなさい。  8 あなたは，私の公正さに疑問を投げ掛ける*のか。 自分の正しさのために，私を有罪呼ばわりするのか。

または，「を無効にする」。


^  （ヨブ 38:32-35） あなたは季節に沿って星座*を引き出せるか。 アシ星座*とその子たちを導くことができるか。 33 あなたは天体*を統御する法則を知っているか。 天体*に働き掛けて地上に影響を及ぼすようにできるか。 34 声を上げて雲に話し掛け， 雨を洪水のように降らせることができるか。 35 稲妻を送り出すことができるか。 それはあなたの所に来て，『ここにおります』と言うか。

直訳，「マザロト」。王二 23:5では，関連した表現の複数形が黄道帯の星座を指して用いられている。
おおぐま座のことかもしれない。
直訳，「天」。
もしかすると，「神」。


^  （ヨブ 39:9） 野牛はあなたに自分から仕えるだろうか。 あなたの牛小屋*で夜を過ごすだろうか。

または，「飼い葉おけ」。


^  （ヨブ 39:19， 20） 馬に強さを与えるのはあなたなのか。 さらさらと鳴るたてがみを首にまとわせるのはあなたなのか。 20 あなたは馬をバッタのように跳びはねさせることができるか。 馬の荒々しい鼻息は恐ろしい。



^  （ヨブ 42:1-6） ヨブはそれを聞いてエホバに言った。  2 「私は今分かりました。 あなたは何でも行うことができる方です。 あなたが行おうとすることで，あなたに不可能なことはありません。  3 あなたはこうおっしゃいました。 『知らないのに，私の考えを覆い隠しているのは誰か』。 私は話しましたが，分かっていませんでした。 あまりにも素晴らしい事実を理解していませんでした。  4 こうもおっしゃいました。 『どうか聞いてほしい。私が話そう。 あなたに質問しよう。あなたは私に答えなさい』。  5 あなたのことを耳で聞いてはいましたが， 今ではあなたをこの目で見ております。  6 それで，言ったことを撤回し， 後悔して土と灰をかぶります」。



^  （格 8:30） その時，私は優れた働き手として神のそばにいた。 私は毎日，神が深い愛情を抱く存在で， いつも神の前で喜んだ。



^  （マタ 5:43-45） あなたたちは，こう命じられたのを知っています。『隣人を愛し，敵を憎まなければならない』。 44 しかし私は言います。敵を愛し続け，迫害する人のために祈り続けなさい。 45 自分が天にいる父の子であることを示すためです。父は悪人にも善人にも太陽を昇らせ，正しい人にも正しくない人にも雨を降らせてくださるのです。



^  （マタ 6:26） 鳥をよく観察しなさい。種をまいたり，刈り取ったり，倉に集めたりはしません。それでも天の父は鳥を養っています。あなたたちはそれよりも価値があるのではありませんか。



^  （マタ 6:31， 32） それで，心配して，『何を食べるのか』，『何を飲むのか』，『何を着るのか』などと言ってはなりません。 32 これら全ては異国の人々が必死に求めているものです。天の父は，あなたたちがこうしたもの全てを必要としていることを知っています。



^ （マタ 10:29-31） スズメ2羽は小額の硬貨1枚で売っていませんか。それでも，その1羽でさえ，天の父が知らないうちに地面に落ちることはありません。 30 ところが，あなたたちは髪の毛まで全て数えられています。 31 ですから，恐れることはありません。あなたたちはたくさんのスズメより価値があるのです。



^  （マタ 10:29-31） スズメ2羽は小額の硬貨1枚で売っていませんか。それでも，その1羽でさえ，天の父が知らないうちに地面に落ちることはありません。 30 ところが，あなたたちは髪の毛まで全て数えられています。 31 ですから，恐れることはありません。あなたたちはたくさんのスズメより価値があるのです。



^  （詩 118:6） エホバは私の側にいてくださる。私は恐れない。 人が私に何を行えるだろう。



^  （詩 8:3， 4） あなたが指で造った天を仰ぎ， あなたが並べた月や星を眺めて思う。  4 死にゆく人間が何者なのであなたは心に留めてくださるのか。 人の子が何者なので気に掛けてくださるのか。



^  （詩 139:14-17） 私はあなたを賛美します。 私は，驚くほどに素晴らしく造られているからです。 あなたが行ったことの素晴らしさを， 私はよく知っています。 15 人知れず私が造られた時， 大地の深い所で織り上げられた*時， 私の骨はあなたから隠されませんでした。 16 あなたの目は胎児の私を見ました。 私のあらゆる部分があなたの書に書かれました。 それらが形作られる日々のことが， まだどの部分もできていない時に書かれました。 17 神よ，あなたの考えは何と貴いのでしょう。 何と膨大なのでしょう。

または，「胎内で成長した」。


^ （詩 148:7-10） 地球からエホバを賛美せよ。 海の大きな生き物と全ての水の深みよ，  8 稲妻，ひょう，雪，厚い雲よ， 神の言葉を実行する暴風よ，  9 山々と全ての丘よ， 果樹と全ての杉よ， 10 野生動物と全ての家畜よ， 地面を動く生き物と翼のある鳥よ，



^  （エレ 31:35） エホバは太陽を与えて昼の光とし， 月や星の法則*を定めて夜の光とし， 海をかき回して波を荒立たせる。 大軍を率いるエホバという名を持つその方はこう言う。

または，「法令」。


^  （詩 148:7-10） 地球からエホバを賛美せよ。 海の大きな生き物と全ての水の深みよ，  8 稲妻，ひょう，雪，厚い雲よ， 神の言葉を実行する暴風よ，  9 山々と全ての丘よ， 果樹と全ての杉よ， 10 野生動物と全ての家畜よ， 地面を動く生き物と翼のある鳥よ，



^  （ヤコ 4:8） 神に近づいてください。そうすれば，神は近づいてくださいます。罪人たち，手を清めてください。優柔不断な人たち，心を清めてください。








研究記事13

創造物を使ってお子さんにエホバについて教えましょう


「誰がこれらの物を創造したのか」。イザヤ 40:26

11番の歌 エホバを賛美せずにはいられない

何を学ぶか*




 1. 親はどんなことを願っていますか。

親の皆さんは，お子さんがエホバについて知って愛するようになることを願っているでしょう。でもエホバは目に見えません。では，どうすればお子さんがエホバの存在を信じ，身近に感じられるようにしてあげられるでしょうか。（ヤコ 4:8）

 2. 親はどのようにしてエホバの性質について子供に教えられますか。

2 お子さんがエホバを愛するようになるには，一緒に聖書を学ぶことが大切です。（テモ二 3:14-17）でも聖書によると，ほかにも大事なことがあります。「格言の書」には，父親が子供を教えている様子が描かれています。創造物から分かるエホバの性質に注目するように，と教えているようです。（格 3:19-21）この記事では，親が創造物を使ってエホバについてどのように教えることができるかを考えます。






創造物を使ってどのように教えるか


 3. 親はどのように子供を教えることができますか。

3 聖書によると，「神の見えない性質は，世界の創造以来明らかです。造られた物を見れば……分かります」。（ロマ 1:20）親の皆さんは，お子さんと外で楽しい時間を過ごすことがあるでしょう。そうした機会に，「造られた物」とエホバの素晴らしい性質を結び付けて教えることができます。では，この点でイエスにどのように倣えるか考えてみましょう。

 4. イエスはどのように創造物を使って弟子たちを教えましたか。（ルカ 12:24，27-30）

4 イエスは創造物を使って弟子たちをどのように教えたでしょうか。ある時，ワタリガラスやユリをよく観察するようにと言いました。（ルカ 12:24，27-30を読む。）イエスは，いろいろな動物や植物の中から，弟子たちがよく知っている物を選んで教えました。弟子たちは，ワタリガラスが飛んでいたり，野原にユリが咲いたりしているのを見たことがあったでしょう。イエスはこの時，ワタリガラスやユリを指さしながら話したかもしれません。こうして創造物に注目させた後，エホバが親切に惜しみなく与える方だということを教えました。エホバはワタリガラスやユリを世話しているのであれば，ご自分に仕える人たちを養い，衣服を与えてくださるはずです。

 5. 親はどんな創造物を使ってエホバについて教えることができますか。

5 イエスの教え方にどのように倣えるでしょうか。親の皆さんは，自分が好きな動物や植物についてお子さんに話すことができるでしょう。そうした物からエホバについてどんなことが分かるかを，ぜひ教えてください。お子さんにどんな動物や植物が好きかを尋ねてみることもできます。お子さんが好きな物とエホバの性質を結び付けて教えるなら，お子さんは興味を持って話を聞いてくれるでしょう。

 6. クリストファー兄弟の母親からどんなことを学べますか。

6 動物や植物について話すためには，時間をかけて詳しく調査しなければいけないのでしょうか。そういうわけではありません。イエスはワタリガラスがどんな物を食べるかや，ユリの細胞の構造を詳しく話すことはしませんでした。時には動物や植物についてお子さんと一緒に詳しく調べるのも楽しいかもしれませんが，多くの場合はシンプルな説明や質問で十分です。クリストファー兄弟は，子供の頃のことについてこう言っています。「母は何げない会話の中で，自然界の素晴らしさを考えさせてくれました。山に行った時には，『見て，大きくてきれいな山ね。エホバって本当にすごいわね』と言いました。海に行くと，『波の力ってすごいと思わない？ エホバも力の強い方なのよ』と言いました。母の言葉はシンプルなものでしたが，いろいろと考えるきっかけになりました」。

 7. 創造物についてじっくり考えるよう子供を助けるために，どんなことができますか。

7 お子さんが大きくなってきたら，自分で創造物を観察してエホバがどんな方かについて考えるよう助けることができます。具体的な例に注目させて，その創造物からエホバについてどんなことが分かると思うかを尋ねてみてください。驚くような良い答えが返ってくるかもしれません。（マタ 21:16）






創造物を使ってどんな時に教えるか


 8. イスラエル人の親たちは，親子で「道を歩くとき」にどんなことができましたか。

8 イスラエル人の親たちは，「道を歩くとき」にエホバの言葉を子供に教えるように命じられていました。（申 11:19）イスラエルの田舎道を子供と一緒に歩く時には，いろいろな動物や鳥や花を見ることができたので，エホバが造った物に子供の注意を向けることができたでしょう。親の皆さんも同じように，いろいろな機会に創造物に注目させてお子さんを教えることができます。では，幾つかの実例を考えてみましょう。

 9. プニータ姉妹とカーチャ姉妹からどんなことを学べますか。

9 インドの大都市に住むプニータ姉妹はこう言います。「家族で田舎に住む親族の所に遊びに行く時は，子供にエホバの創造物について教える良いチャンスだと思っています。子供たちは，にぎやかな街にいる時よりも自然の中にいる時の方が，創造物についてじっくり考えやすいようです」。お子さんは，家族みんなで美しい自然の中で過ごした時のことをいつまでも覚えていることでしょう。モルドバのカーチャ姉妹はこう言います。「子供の時に家族みんなで田舎に出掛けた時のことを今でもよく覚えています。幼い頃から両親は，創造物を観察してエホバと結び付けて考えるように教えてくれました。とても感謝しています」。



[image: ある母親が街中の建物の外でチョウチョを指さし，小さな娘の注意を引いている。]

都市部に住んでいても，創造物を使ってエホバについて教えることができる。（10節を参照。）





10. 自然の豊かな所に出掛けていくのが難しい場合は，どんなことができますか。（「参考にできる資料」の囲みを参照。）

10 自然の豊かな場所に出掛けていくのが難しい場合は，どうしたらよいでしょうか。インドに住むアモル兄弟はこう言います。「私たちの住む地域では，親は長時間働く必要がありますし，田舎に出掛けていくにはすごくお金がかかります。でも，小さな公園や家の屋上でも，創造物を観察してエホバの性質について語り合うことができます」。身近な所でも，鳥や昆虫や花など，エホバの創造物をいろいろと見つけられるでしょう。（詩 104:24）ドイツのカリーナ姉妹はこう言います。「母はお花が大好きです。私が子供の頃，一緒に散歩をしていると，かわいいお花を見つけてはいろいろ教えてくれました」。親の皆さん，組織が準備している創造物に関する動画や出版物もぜひ活用してください。住んでいる場所や状況に関わりなく，エホバが造った物にお子さんの目を向けさせることができます。では次に，創造物からエホバのどんな性質について教えることができるか，考えてみましょう。

参考にできる資料


jw.orgに載せられている以下の資料を活用できます。

	  「だれかが設計？」の記事や動画



	  「生命 ― どこから？」の冊子



	  「創造の驚異は神の栄光を表わす」の動画



	  「生命の起源に対する見方」のセクションにある動画














「神の見えない性質は……明らか」


11. エホバの愛についてどのように子供に教えることができますか。

11 エホバの愛についてお子さんに教えるために，動物が子供を愛情深く育てていることに注目させることができます。（マタ 23:37）エホバがいろいろな種類の動物や植物を造ってくれたことも話せるでしょう。先ほどのカリーナ姉妹はこう言います。「母は一緒に散歩をしている時，花をよく観察するようにと教えてくれました。一つとして同じ花はないことや，きれいな花を造ってくれたエホバは愛情深くて優しい方だ，ということを考えさせてもくれました。それから何年もたちますが，今でも色やデザインの違ういろいろな花を見るたびに，エホバが私たちを本当に愛してくれているんだと感じます」。



[image: お父さんが，息子が付けていたばんそうこうを手に持って話している。膝をけがした息子の写真が挿入されている。]

人間の体の素晴らしい造りに注目させて，エホバの知恵について教えることができる。（12節を参照。）





12. エホバの知恵についてどのように子供に教えることができますか。（詩編 139:14）（写真も参照。）

12 エホバの知恵についてもお子さんに教えましょう。エホバは私たちよりもはるかに賢い方です。（ロマ 11:33）その点を教えるために，重たい水が雲になってふわふわと空に浮いている様子に注目させることができます。（ヨブ 38:36，37）人間の体が素晴らしく造られていることも話してあげられます。（詩編 139:14を読む。）ウラジーミル兄弟はこう言います。「ある日，息子は自転車に乗っている時に，こけてけがをしてしまいました。でも，何日かするとその傷は治りました。妻と私は息子に，エホバが造ってくれた人間の体には傷を治す力があることを教えました。人間が作った物にはそんな力はありません。例えば，事故を起こした車が自然と元通りきれいな状態になる，ということはありません。息子は，エホバにはすごく知恵があると感じたようです」。

13. エホバの力についてどのように子供に教えることができますか。（イザヤ 40:26）

13 エホバは私たちに，天を見上げて，宇宙を制御しているご自分の大きな力について考えてみるよう勧めています。（イザヤ 40:26を読む。）親の皆さんも，空を見上げて考えてみるようお子さんに勧めることができます。台湾の婷婷姉妹は，子供の時のことについてこう言っています。「母がキャンプに連れていってくれたことがあります。その時，街の明かりのない所でたくさんの星を見ました。当時，私は友達からのいろいろな圧力があって，『自分はずっとエホバに仕えていけるんだろうか』と不安になっていました。でも母は，たくさんの星を造ったエホバはとても力が強い方であることや，その力を使って私のことも助けてくれる，ということを教えてくれました。このキャンプがきっかけで，エホバのことをもっと知りたい，これからもエホバに仕えていきたい，と思うようになりました」。

14. 親は創造物を使ってエホバが幸福な神であることをどのように教えることができますか。

14 創造物から，エホバがユーモアのセンスがある明るい方だということが分かります。学者によると，鳥や魚を含め，ほとんどの動物が遊ぶとのことです。（ヨブ 40:20）お子さんは，子猫が毛糸玉を追い掛けたり子犬がじゃれ合ったりするのを見て，面白がることがありますか。そういう時には，エホバが幸福な神だということを教えてあげましょう。（テモ一 1:11）






エホバの創造物を家族で楽しむ




[image: 公園のベンチで少女が母親に自分の気持ちを伝えている。]

子供たちは自然の中にいると，リラックスして自分の気持ちを話してくれるかもしれない。（15節を参照。）





15. 親は子供の気持ちをくみ上げるためにどんなことができますか。（格言 20:5）（写真も参照。）

15 子供が悩んでいることをなかなか話してくれない，と感じることもあるかもしれません。そういう時には，お子さんの気持ちを上手にくみ上げる必要があります。（格言 20:5を読む。）一緒に自然の中で過ごしている時の方が，子供に気持ちを話してもらいやすいと言う親もいます。親にとっても子供にとっても，気を散らすものが少ないからです。台湾に住む雅彦兄弟はこう言います。「山にハイキングに行ったりビーチを散歩したりして外で過ごしていると，子供たちもリラックスしています。それで，自分の思っていることをよく話してくれます」。先ほどのカーチャ姉妹もこう言います。「学校帰りに，母はきれいな公園によく連れていってくれました。そういう場所だとリラックスできて，学校のこととか悩んでいることとかを話しやすかったです」。

16. 家族は自然の中でリラックスしたり楽しんだりするために，どんなことができますか。

16 エホバが造った美しい自然の中でリラックスしたり，創造物を観察して楽しんだりすると，家族の絆は強まります。聖書には，「笑うのに時がある」，「踊るのに時がある」と書かれています。（伝 3:1，4）エホバは地球を美しい場所に整えてくださいました。山や海や自然保護区などに出掛けていって楽しんでいる家族もいます。お子さんは，公園で遊んだり動物を観察したり，川や湖や海で泳ぐのが好きかもしれません。エホバが造ってくれた物に囲まれて時間を過ごすのは，本当に楽しいものです。

17. 子供と一緒にエホバの創造物を楽しむとよいのはどうしてですか。

17 将来，新しい世界になれば，エホバが造ってくれた物を家族で存分に楽しめるようになります。動物を怖がる必要はもうありません。動物も人間を怖がることはなくなります。（イザ 11:6-9）時間は無限にあります。（詩 22:26）でも，親の皆さん，今からお子さんと一緒に自然の中で楽しむ時間をつくるようにしてください。創造物を使ってエホバについて教えましょう。そうすれば，お子さんは次のように語ったダビデと同じ気持ちになるでしょう。「エホバ，あなたの偉業は何と多いのだろう」。（詩 104:24）







どのように答えますか


	  イエスが創造物を使って教えた方法からどんなことを学べますか。



	  親はどんな時にエホバの性質について教えることができますか。



	  家族みんなで自然を楽しむとよいのはどうしてですか。









134番の歌 子供たちは神からの財産

^  多くの兄弟姉妹は，子供の頃に家族と一緒に自然の中で楽しく過ごした思い出があることでしょう。そうした時に親からエホバがどんな方かについて教えてもらったことを，今でも覚えているはずです。あなたは子育てをしていますか。もしそうなら，創造物を使ってエホバの性質についてどのように教えることができるでしょうか。






^ （イザ 40:26） 天を見上げてみなさい。 誰がこれらの物を創造したのか。 星の軍勢を数え上げて率いている者である。 その者は全ての星を名で呼ぶ。 膨大な活力*と驚異的な力を持っているので， 一つとして欠ける星はない。

または，「動的エネルギー」。


^  （ヤコ 4:8） 神に近づいてください。そうすれば，神は近づいてくださいます。罪人たち，手を清めてください。優柔不断な人たち，心を清めてください。



^  （テモ二 3:14-17） あなたは，自分が学び，納得して信じるようになった事柄から離れないようにしなさい。あなたはそれを誰から学んだかを知っており， 15 幼い時から聖なる書物に親しんできました。その書物はあなたを賢くし，キリスト･イエスへの信仰による救いを得られるようにします。 16 聖書全体は神の聖なる力*の導きによって書かれたもので，教え，戒め，矯正し，正しいことに基づいて指導するのに役立ちます。 17 それにより，神に仕える人は十分な能力を持つことができ，あらゆる良い活動を行う用意が完全に整います。

用語集参照。


^  （格 3:19-21） エホバは知恵によって地の土台を据えた。 識別力によって天をしっかり定めた。 20 神の知識によって深い水は分けられ， 大空の雲は水を滴らせた。 21 わが子よ，それら*を見失ってはならない。 役立つ知恵と思考力を守れ。

神が持つ前述の資質を指すと考えられる。


^  （ロマ 1:20） 神の見えない性質は，世界の創造以来明らかです。造られた物を見れば，神が永遠に力を持っていて，確かに神であるということが分かります。ですから，彼らは言い訳ができません。



^ （ルカ 12:24） ワタリガラスのことを考えなさい。種をまいたり刈り取ったりしませんし，納屋も倉も持っていません。それでも神はその鳥を養っています。あなたたちは鳥よりずっと価値があるのではありませんか。



^ （ルカ 12:27-30） ユリがどのように育つかを考えなさい。苦労して働いたり，糸を紡いだりはしません。しかし，華やかな生活を送ったソロモン王でさえ，このような花の1つほどにも装ってはいませんでした。 28 神が，今日は生えていて明日火に放り込まれる野の草木にこのように服を与えているなら，ましてあなたたちには服を与えてくださるのです。信仰の少ない人たち。 29 それで，何を食べるのか，何を飲むのかとばかり考えるのをやめ，心配して気をもむのをやめなさい。 30 これらは全て世の人々が必死に求めているものですが，天の父は，あなたたちがこうしたものを必要としていることを知っています。



^  （ルカ 12:24） ワタリガラスのことを考えなさい。種をまいたり刈り取ったりしませんし，納屋も倉も持っていません。それでも神はその鳥を養っています。あなたたちは鳥よりずっと価値があるのではありませんか。



^  （ルカ 12:27-30） ユリがどのように育つかを考えなさい。苦労して働いたり，糸を紡いだりはしません。しかし，華やかな生活を送ったソロモン王でさえ，このような花の1つほどにも装ってはいませんでした。 28 神が，今日は生えていて明日火に放り込まれる野の草木にこのように服を与えているなら，ましてあなたたちには服を与えてくださるのです。信仰の少ない人たち。 29 それで，何を食べるのか，何を飲むのかとばかり考えるのをやめ，心配して気をもむのをやめなさい。 30 これらは全て世の人々が必死に求めているものですが，天の父は，あなたたちがこうしたものを必要としていることを知っています。



^  （マタ 21:16） イエスに言った。「子供たちが言っていることが聞こえるか」。イエスは言った。「はい。『あなたは，幼い子供たち*の口から賛美を生じさせた』とあるのを読んだことがないのですか」。

直訳，「幼い子供や乳児」。


^  （申 11:19） それを自分の子に教えて，家で座るときも，道を歩くときも，寝るときも，起きるときもそれについて話しなさい。



^  （詩 104:24） エホバ，あなたの偉業は何と多いのだろう。 あなたは知恵によって全てを造った。 地球はあなたが造ったもので満ちている。



^  （マタ 23:37） エルサレム，エルサレム，預言者たちを殺し，遣わされた人々を石打ちにする者よ，私はめんどりが翼の下にひなを集めるようにあなた方を集めたいと何度思ったことでしょう。しかし，あなた方はそれを望みませんでした。



^ （詩 139:14） 私はあなたを賛美します。 私は，驚くほどに素晴らしく造られているからです。 あなたが行ったことの素晴らしさを， 私はよく知っています。



^  （ロマ 11:33） ああ，神の祝福は何と豊かで，神の知恵と知識は何と深いのでしょう。神の裁きを知り抜くことも，神の道を知り尽くすことも決してできません。



^  （ヨブ 38:36， 37） 誰が雲*の中に知恵を置いたか。 誰が空の現象*に理解力を与えたか。 37 誰が雲を数えることができるほどに賢いか。 誰が天の水がめを傾けることができるか。

もしかすると，「人」。
もしかすると，「人の頭」。


^  （詩 139:14） 私はあなたを賛美します。 私は，驚くほどに素晴らしく造られているからです。 あなたが行ったことの素晴らしさを， 私はよく知っています。



^ （イザ 40:26） 天を見上げてみなさい。 誰がこれらの物を創造したのか。 星の軍勢を数え上げて率いている者である。 その者は全ての星を名で呼ぶ。 膨大な活力*と驚異的な力を持っているので， 一つとして欠ける星はない。

または，「動的エネルギー」。


^  （イザ 40:26） 天を見上げてみなさい。 誰がこれらの物を創造したのか。 星の軍勢を数え上げて率いている者である。 その者は全ての星を名で呼ぶ。 膨大な活力*と驚異的な力を持っているので， 一つとして欠ける星はない。

または，「動的エネルギー」。


^  （ヨブ 40:20） 山々はベヘモトが食べる物を産出する。 そこでは野生動物が戯れる。



^  （テモ一 1:11） その教えは幸福な神の素晴らしい良い知らせと一致しており，私はその良い知らせを託されました。



^ （格 20:5） 人の心の考え*は深い所にある水のようだ。 識別力のある人はそれをくみ上げる。

または，「意図」。


^  （格 20:5） 人の心の考え*は深い所にある水のようだ。 識別力のある人はそれをくみ上げる。

または，「意図」。


^  （伝 3:1） 何事にも時がある。 この地上の全ての活動には時がある。



^  （伝 3:4） 泣くのに時があり，笑うのに時がある。 泣き叫ぶのに時があり，踊るのに時がある。



^  （イザ 11:6-9） オオカミが子羊と共に過ごし， ヒョウが子ヤギと共に寝そべる。 子牛とライオンと肥えた動物が皆一緒にいて*， 小さな子供に導かれる。  7 雌牛と熊が一緒に食べ， 子牛と子熊も共に寝そべる。 ライオンが雄牛のようにわらを食べる。  8 乳児がコブラの巣の上で遊び， 乳離れした子が毒蛇の巣穴の上に手を置く。  9 私の聖なる山のどこにも， 荒らしたり危害を加えたりするものはいない。 水が海を覆っているように， エホバについての知識が必ず地上に満ちるからである。

もしかすると，「子牛とライオンが一緒に食べ」。


^  （詩 22:26） 温厚な人は食べて満足し， エホバに導きを求める人はその方を賛美する。 あなたたちが永遠に生きられますように。



^  （詩 104:24） エホバ，あなたの偉業は何と多いのだろう。 あなたは知恵によって全てを造った。 地球はあなたが造ったもので満ちている。








研究記事14

「愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」


「あなたたちの間に愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」。ヨハネ 13:35

106番の歌 愛を育む

何を学ぶか*



[image: 集会の前に，年齢や人種の違う兄弟姉妹が楽しそうにおしゃべりしている。1人の兄弟が，エホバの証人ではない夫婦を歓迎している。]

多くの人はエホバの証人の愛を見てどのように感じますか。（1節を参照。）








 1. 集会に初めて来た人たちはどんな感想を持ちますか。（写真も参照。）

次のような場面を想像してみてください。ある夫婦が初めて集会に出席します。王国会館でみんなに歓迎され，兄弟姉妹がお互いに愛を示しているのを見て，とても温かい気持ちになります。帰り道，妻が夫にこう言います。「楽しかったね。あんないい人たち，なかなかいないよね」。

 2. どんなことが原因でエホバに仕えるのをやめてしまう人がいますか。

2 確かに，エホバの証人がお互いに示している愛は素晴らしいものです。でも，完璧な人は一人もいません。（ヨハ一 1:8）それで，兄弟姉妹と親しくなるにつれて相手の欠点や弱点も見えてくることでしょう。（ロマ 3:23）そうしたことが原因でエホバに仕えるのをやめてしまう人もいます。

 3. イエスの本物の弟子は何によって見分けられますか。（ヨハネ 13:34，35）

3 この記事の主題聖句に注目してみましょう。（ヨハネ 13:34，35を読む。）イエスの本物の弟子は何によって見分けられると書かれているでしょうか。完全さではなく，愛です。さらにイエスは，「愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」と言いました。つまり，クリスチャンだけでなくクリスチャンではない人全ても，イエスの本物の弟子を愛によって見分けることができるということです。

 4. 本物のクリスチャンが示す愛について，どんな疑問を持つかもしれませんか。

4 エホバの証人ではない人たちは次のように思うかもしれません。「愛によってイエスの本物の弟子を見分けられるってどういうことだろう。イエスはどのように使徒たちに愛を示したんだろう。イエスのような愛を示すことなんてできるんだろうか」。私たちもそうした点を考えるのは良いことです。もっと愛情深い人になり，仲間の欠点などが気になる時にも愛を示せるようになります。（エフェ 5:2）






イエスの本物の弟子が愛によって見分けられる，と言えるのはどうしてか


 5. ヨハネ 15章12，13節でイエスはどんなことを教えましたか。

5 イエスの弟子たちの間に見られる愛は特別なものです。（ヨハネ 15:12，13を読む。）イエスはこう言いました。「私があなたたちを愛した通りにあなたたちが互いを愛すること，これが私のおきてです」。イエスがここで言っていたのは自己犠牲的な愛のことです。聖句の続く部分から分かる通り，それは仲間のために命を差し出すほどの強い愛です。*

 6. 聖書は愛の大切さをどのように強調していますか。

6 聖書は愛の大切さを強調しています。次のような聖句が好きだという兄弟姉妹もたくさんいます。「神は愛」。（ヨハ一 4:8）「あなたは隣人を自分自身のように愛さなければならない」。（マタ 22:39）「愛は多くの罪を覆う」。（ペテ一 4:8）「愛は決して絶えません」。（コリ一 13:8）こうした聖句から，愛を身に着けて示すことがとても大切だということがよく分かります。

 7. サタンが本物の愛で結ばれた人たちのグループをつくれないのはどうしてですか。

7 次のように思う人もいます。「どれが本物の宗教なんだろう。どの宗教も自分たちは本当のことを教えていると言っているけれど，神について教えていることはばらばらだ」。サタンは，間違ったことを教える宗教をたくさんつくって，人々を混乱させています。でも，国を超えて互いに愛し合う人たちのグループをつくることはできません。それができるのはエホバだけです。本物の愛はエホバからのもので，エホバの聖なる力と祝福を受けている人たちだけがそのような愛を示せるからです。（ヨハ一 4:7）だからこそ，イエスは自己犠牲的な愛によって本物のクリスチャンを見分けられると言いました。

8-9. 多くの人はエホバの証人の愛を見てどう感じていますか。

8 イエスが言った通り，多くの人が愛によって本物のクリスチャンを見分けています。イアン兄弟の例を考えてみましょう。兄弟は家の近くの競技場で開かれた大会に初めて出席しました。その競技場には，数カ月前にスポーツの試合の観戦に行ったことがありました。兄弟はこう言います。「この大会は[その試合]とはあまりにも対照的でした。証人たちは身なりがきちんとしていて礼儀正しく，子どもたちも行儀良くしていました。……しかも，それらの人は満ち足りた平安な気持ちでいるようでした。それはわたしが切望していたものです。わたしは，その日に行なわれたどの講演も覚えていませんが，証人たちの行状には深い感銘を受けました」。* 私たちが兄弟姉妹に親切にし，敬意を表せるのは，お互いに心から愛し合っているからです。

9 ジョン兄弟も初めてエホバの証人の集会に出席した時，同じような印象を持ちました。こう言っています。「出席しているどの人からも親しみ深さ……が感じられ，皆が聖人のように思えました。その純粋な愛を見て，これこそ真の宗教だと確信しました」。* こうした例から，エホバの証人が本物のクリスチャンだということが分かります。

10. どんな時に本物の愛を示す必要がありますか。（脚注も参照。）

10 この記事の最初の方で考えた通り，私たちは誰も完璧ではありません。それで仲間の言動に傷つけられることがあります。* （ヤコ 3:2）でも，そういう時は本物の愛を示すチャンスです。この点でイエスからどんなことを学べるでしょうか。（ヨハ 13:15）






イエスはどのように使徒たちに愛を示したか




[image: イエスが弟子たちに穏やかに話している。ヤコブとヨハネと母親がイエスに話している場面の絵が挿入されている。]

イエスは使徒たちが良くない態度を取った時にも愛情深く接した。（11-13節を参照。）





11. ヤコブとヨハネはどんな良くない態度を示してしまいましたか。（挿絵も参照。）

11 イエスは弟子たちに完璧を求めることはありませんでした。弟子たちが良くない傾向を正してエホバに喜ばれる人になれるよう，優しく助けました。ある時，使徒のヤコブとヨハネは母親を通して，イエスに王国での目立った立場を求めました。（マタ 20:20，21）2人は誇りや野心を示してしまったのです。（格 16:18）

12. ほかの10人の使徒たちもどんな良くない態度を示してしまいましたか。

12 この時，良くない態度を示してしまったのは，ヤコブとヨハネだけではありませんでした。ほかの使徒たちの反応についてこう書かれています。「ほかの10人はそのことを聞くと，その2人の兄弟に対して憤った」。（マタ 20:24）使徒たちの間で激しい言葉が飛び交ったことでしょう。ヤコブとヨハネにほかの使徒たちはこう言ったかもしれません。「王国で目立った立場に就こうとするなんて，何様だと思ってるんだ。自分たちだってイエスと一緒に一生懸命働いてきたんだから，王国でいい立場に就けてもらう資格があるはずだ」。いずれにしても，この時，使徒たちは仲間への愛を示し損なってしまいました。

13. イエスは使徒たちが弱点を表した時，どうしましたか。（マタイ 20:25-28）

13 では，イエスはどうしたでしょうか。怒ったりはしませんでした。「もっと謙遜で，いつも愛を示せる人を使徒として選び直す」と言うこともありませんでした。使徒たちが本当は正しいことをしたいと思っていることが分かっていたので，辛抱強く教えました。（マタイ 20:25-28を読む。）使徒たちは誰が一番偉いかについて言い合ったことが何度もありましたが，イエスはいつも愛情深く穏やかに接しました。（マル 9:34。ルカ 22:24）

14. イエスの使徒たちが育った背景はどんなものでしたか。

14 イエスは使徒たちが育った背景を理解していました。（ヨハ 2:24，25）当時の宗教指導者たちは地位や立場を重視していました。（マタ 23:6。マタイ 23:6の注釈にある「会堂の最も良い座席」の動画も参照。）さらに，独善的な態度を取っていました。* （ルカ 18:9-12）イエスは，使徒たちの自分や他の人に対する見方が宗教指導者たちの影響を受けていることをよく知っていました。（格 19:11）イエスは使徒たちにできる以上のことを求めたり，何か失敗した時にすぐに怒ったりはしませんでした。使徒たちの良い心に目を向け，誇りや野心を乗り越えて愛を示せるように助けました。






イエスにどのように倣えるか


15. 使徒たちの間で起きた出来事から，どんなことを学べますか。

15 このエピソードからどんなことを学べるでしょうか。ヤコブとヨハネが王国で目立った立場に就こうとしたのは間違ったことでした。でも，ほかの10人が2人に腹を立てて一致を壊してしまったのも良くありませんでした。一方，イエスは使徒たちみんなに愛情深く穏やかに接しました。確かに，仲間が失敗や間違いをすることもありますが，そういう時にどういう反応をするかが大切です。次のように考えてみてください。「自分がこんなに腹を立てているのはどうしてだろう。こういう反応をするのは，自分に何か足りないところがあるということだろうか。自分を傷つけたあの人は何か大変な問題と闘っているんだろうか。たとえ相手に落ち度があるとしても，愛を示して許すことができるだろうか」。仲間に愛情深く接するなら，イエスの本物の弟子であることを示すことができます。

16. イエスからほかにもどんなことを学べますか。

16 イエスから，仲間を理解することの大切さも学べます。（格 20:5）もちろん，私たちはイエスのように心を読むことはできません。それでも仲間の弱さを思いやることはできます。（エフェ 4:1，2。ペテ一 3:8）そうする上で，相手の背景を知ることは役立ちます。1つの例を考えてみましょう。

17. ある旅行する監督は，仲間をよく知るようにしてどんな良い結果になりましたか。

17 東アフリカで旅行する奉仕をしていたある兄弟は，気に障る言動をする兄弟にどう接したでしょうか。こう言っています。「その兄弟を避けるのではなく，もっと知るようにしました」。そうすると，生い立ちがその兄弟の性格に大きな影響を与えているということが分かりました。さらにこう言っています。「兄弟が生い立ちの影響を乗り越えるためにどれほど頑張ってきたかを知って，本当に立派だと思いました。私たちは良い友達になりました」。兄弟姉妹のことをもっとよく知るようにするなら，愛を示しやすくなるでしょう。

18. 仲間から傷つけられた時，どんなことを考えるとよいですか。（格言 26:20）

18 自分を傷つけた相手と話し合った方がいいと思うことがありますか。そういう時にも，まずは次のように考えてみましょう。「自分は事実を十分に知っているだろうか」。（格 18:13）「悪気はなかったんじゃないだろうか」。（伝 7:20）「自分も同じようなことをしてしまったことがあるだろうか」。（伝 7:21，22）「話し合いに行くと，問題がもっと大きくなってしまわないだろうか」。（格言 26:20を読む。）こうしたことを時間をかけて考えるなら，愛を示して水に流そうと思うかもしれません。

19. どんなことを努力したいと思いますか。

19 エホバの証人はグループとして，イエスの本物の弟子であることを示しています。私たちは個人としても，仲間の失敗や欠点を許し，愛を示すことによって，本物のクリスチャンであることを示せます。そうした様子を見た人たちは本物の宗教だと感じ，愛の神であるエホバを一緒に崇拝するようになるかもしれません。では，クリスチャンの特徴である愛をこれからも示していきましょう。







どのように答えますか


	  イエスの本物の弟子が愛によって見分けられる，と言えるのはどうしてですか。



	  イエスはどのように使徒たちに愛を示しましたか。



	  イエスにどのように倣えますか。









17番の歌 「そう望みます」

^  エホバの証人がお互いに愛を示しているのを見て，聖書の真理を学びたいと思った人は大勢います。でも私たちも完璧ではないので，兄弟姉妹に愛情深く接するのを難しく感じることがあります。では，愛がとても大切なのはどうしてでしょうか。仲間の欠点や弱点が気になる時，どうすればイエスに倣って愛を示せるでしょうか。


^  「来て，わたしの追随者になりなさい」の本の第17章10-11節を参照。


^  「ものみの塔」2012年11月1日号13-14ページの「人生はついに目的のあるものとなりました」という記事を参照。


^  「ものみの塔」2012年5月1日号18-19ページの「申し分のない生活のように思えました」という記事を参照。


^  この記事で取り上げられているのは，コリント第一 6章9，10節に挙げられているような長老たちが扱う重大な罪ではありません。


^  あるラビはこう言ったとされています。「世界にはアブラハムのような正しい人が少なくとも30人はいる。もし正しい人が30人いるなら，私と私の息子はそのうちの2人である。もし10人なら，私と私の息子はそのうちの2人である。もし5人なら，私と私の息子はそのうちの2人である。もし2人なら，私と私の息子がその2人である。もし1人だけなら，私がその1人である」。






^ （ヨハ 13:35） あなたたちの間に愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」。



^  （ヨハ一 1:8） 「自分には罪がない」と言うなら，私たちは自分を欺いているのであり，心の中に真理がありません。



^  （ロマ 3:23） 全ての人は罪人*になったので，神の栄光に達することができません*。

用語集の「罪」参照。
または，「神の栄光を完全には反映できません」。


^ （ヨハ 13:34， 35） 私はあなたたちに新しいおきてを与えます。それは，互いに愛し合うことです。私があなたたちを愛した通りに，あなたたちも互いを愛しなさい。 35 あなたたちの間に愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」。



^  （ヨハ 13:34， 35） 私はあなたたちに新しいおきてを与えます。それは，互いに愛し合うことです。私があなたたちを愛した通りに，あなたたちも互いを愛しなさい。 35 あなたたちの間に愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」。



^  （エフェ 5:2） 愛を抱いて歩んでいきましょう。キリストも私たち*を愛し，自分を神への犠牲，甘い香りのする捧げ物として，私たち*のために差し出してくださったのです。

もしかすると，「皆さん」。
もしかすると，「皆さん」。


^ （ヨハ 15:12， 13） 私があなたたちを愛した通りにあなたたちが互いを愛すること，これが私のおきてです。 13 友のために自分の命をなげうつこと，これより大きな愛はありません。



^  （ヨハ 15:12， 13） 私があなたたちを愛した通りにあなたたちが互いを愛すること，これが私のおきてです。 13 友のために自分の命をなげうつこと，これより大きな愛はありません。



^  （ヨハ一 4:8） 愛さない人は，神をよく知りません。神は愛だからです。



^  （マタ 22:39） 第二も同様で，こうです。『あなたは隣人を自分自身のように愛さなければならない』。



^  （ペテ一 4:8） 何よりも，熱烈に愛し合ってください。愛は多くの罪を覆う*からです。

または，「愛があれば多くの罪を許せる」。


^  （コリ一 13:8） 愛は決して絶えません。一方，預言する能力があっても，それは除き去られます。さまざまな言語*があっても，それはなくなります。知識*があっても，それは除き去られます。

奇跡的に別の言語を話すということ。
奇跡的に知識を与えられるということ。


^  （ヨハ一 4:7） 愛する皆さん，引き続き愛し合いましょう。愛は神からのものだからです。愛する人は皆，神から生まれ，神を知っています。



^  （ヤコ 3:2） 私たちは皆，何度も過ちを犯し*ます。言葉で過ちを犯さない*人がいれば，それは完全な人で，体全体を制御できます。

直訳，「つまずき」。
直訳，「つまずかない」。


^  （ヨハ 13:15） 私はあなたたちのために模範を示しました。あなたたちも同じようにするためです。



^  （マタ 20:20， 21） その時，ゼベダイの息子たちの母親が息子2人と共に，敬意を表しながら，あることを求めようとしてイエスに近づいた。 21 イエスは言った。「願いは何ですか」。母親は言った。「この息子たちがあなたの王国で1人はあなたの右に，1人は左に座れるようにしてください」。



^  （格 16:18） 誇りは崩壊につながり， 傲慢な精神は転落につながる。



^  （マタ 20:24） ほかの10人はそのことを聞くと，その2人の兄弟に対して憤った。



^ （マタ 20:25-28） しかしイエスは弟子たちを呼び，こう言った。「あなたたちは，国々の支配者が威張り，偉い人たちが権威を振るうことを知っています。 26 あなたたちの間ではそうであってはなりません。偉くなりたい人は奉仕者でなければならず， 27 1番でありたい人は奴隷でなければなりません。 28 人の子も，仕えてもらうためではなく仕えるために，また多くの人と引き換える贖いとして自分の命を与えるために来ました」。



^  （マタ 20:25-28） しかしイエスは弟子たちを呼び，こう言った。「あなたたちは，国々の支配者が威張り，偉い人たちが権威を振るうことを知っています。 26 あなたたちの間ではそうであってはなりません。偉くなりたい人は奉仕者でなければならず， 27 1番でありたい人は奴隷でなければなりません。 28 人の子も，仕えてもらうためではなく仕えるために，また多くの人と引き換える贖いとして自分の命を与えるために来ました」。



^  （マル 9:34） 弟子たちは黙っていた。途中で，誰が一番偉いかと言い合っていたからである。



^  （ルカ 22:24） ところが，自分たちの中で誰が一番偉いのかについても激しい議論が起きた。



^  （ヨハ 2:24， 25） しかしイエスは，その人たちを信用したわけではなかった。人間がどういうものかを知っていたからであり， 25 人間について誰かに教えてもらう必要はなかったからである。人間の心に何があるかを知っていたのである。



^  （マタ 23:6） また，夕食会では最も目立つ場所を，会堂では最も良い座席を好み，



^  （マタ 23:6） また，夕食会では最も目立つ場所を，会堂では最も良い座席を好み，



^  （ルカ 18:9-12） またイエスは，自分こそ正しいと思って他人をさげすむ人々に次の例えを話した。 10 「2人の人が祈りをするために神殿に上りました。1人はパリサイ派の人，もう1人は徴税人でした。 11 パリサイ派の人は立って，心の中でこう祈り始めました。『神よ，私がほかの人々のように，脅し取る者，不正な者，姦淫をする者ではなく，この徴税人のようでもないことを感謝します。 12 私は週に2回断食をし，得る物全ての10分の1を納めています』。



^  （格 19:11） 洞察力があればすぐに怒ることはない。 過ち*を見過ごす*人は美しい。

または，「違反」。
直訳，「通り過ぎる」。


^  （格 20:5） 人の心の考え*は深い所にある水のようだ。 識別力のある人はそれをくみ上げる。

または，「意図」。


^  （エフェ 4:1， 2） 主のゆえに捕らわれている私は皆さんに勧めます。招かれた人にふさわしい歩み方をし， 2 いつも謙遜で*温和であり，辛抱し，愛を抱いて互いに寛容であってください。

または，「自分を低く見て」。


^  （ペテ一 3:8） 最後に，皆が，一致した考え*，仲間をいたわる気持ち，兄弟愛，温かい思いやりを持ち，謙遜であってください。

または，「同じ考え方」。


^ （格 26:20） まきがなければ火は消え， 中傷する人がいなければ言い争いはやむ。



^  （格 18:13） 聞かないうちに返事をする人は， 愚かであり，辱められる。



^  （伝 7:20） 常に善を行って罪を犯さない正しい人は，地上に一人もいない。



^  （伝 7:21， 22） また，人々が話す言葉一つ一つを心に留めてはならない。さもないと，あなたは，召し使いがあなたに不幸が生じることを願うのを聞くだろう。 22 あなたは，自分が何度も，他の人たちに不幸が生じることを願ったのをよく知っている。



^  （格 26:20） まきがなければ火は消え， 中傷する人がいなければ言い争いはやむ。



^ （コリ一 6:9， 10） 正しくない人が神の王国を授けられることはない，ということを知らないのですか。思い違いをして*はなりません。性的に不道徳な人*，偶像を崇拝する人，姦淫をする人，同性愛行為に身を任せる人*，同性愛にふける人*， 10 盗む人，貪欲な人，酩酊する人，ののしる人，脅し取る人が神の王国を授けられることはありません。

または，「だまされて」。
用語集の「性的不道徳」参照。
同性愛行為において女役をする男性のことと考えられる。
直訳，「男性と寝る男性」。同性愛行為において男役をする男性のことと考えられる。
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^ ***喜歌 34番 高潔さを捨てずに歩む***
34番
高潔さを捨てずに歩む
（詩編 26編）
1. エホバよ この私の
心の奥どうか調べ
精錬してください
あなたの目にかなうように
（※ 繰り返し）
私は固く誓う
高潔さを捨てず歩む
2. 真実隠す人や
争う人 友とせずに
エホバの真理愛し
命の道歩んでいく
（※ 繰り返し）
私は固く誓う
高潔さを捨てず歩む
3. エホバの家を愛し
この崇拝 清く保ち
あふれる感謝歌い
神の栄光 日々たたえる
（※ 繰り返し）
私は固く誓う
高潔さを捨てず歩む
（詩 25:2も参照。）



^ ***喜歌 28番 エホバの友となる***
28番
エホバの友となる
（詩編 15編）
1. 神の友はどんな人
神が愛するのはどんな人
聖書学び 信仰持ち
変わらずに正しく生きる人
2. 神の友はどんな人
神が喜ぶのはどんな人
神をたたえ よく従い
正直で心の清い人
3. 祈りにより悩み委ね
すぐそばに感じる神の愛
今日も明日もどんな時も
エホバこそ私の真の友
（詩 139:1; ペテ一 5:6，7も参照。）









^ ***喜歌 50番 私の献身の祈り***
50番
私の献身の祈り
（マタイ 22:37）
1. 感謝に満ちた声も心も
あなたのもとに届いてほしい
2. この手も足も全ての物も
あなたのために用いていたい
3. 命の限り誓い果たして
あなたにいつも喜ばれたい
（詩 40:8; ヨハ 8:29; コリ二 10:5も参照。）



^ ***喜歌 135番 エホバの温かな呼び掛け 「わが子よ，賢く」ありなさい***
135番
エホバの温かな呼び掛け 「わが子よ，賢く」ありなさい
（格言 27:11）
1. 愛する子よ その歩みで
敵に答え出してほしい
あなたは若さ差し出して
私のために生きている
（※ 繰り返し）
息子よ 娘よ
賢く歩んで喜ばせてほしい
私の心を
2. 愛する子よ 力尽くせ
つまずくなら抱き起こそう
私は決して見捨てない
あなたは大切な宝
（※ 繰り返し）
息子よ 娘よ
賢く歩んで喜ばせてほしい
私の心を
（申 6:5; 伝 11:9; イザ 41:13も参照。）












^ ***喜歌 6番 エホバをたたえる***
6番
エホバをたたえる
（詩編 19編）
1. エホバを天はたたえる
その偉大さ 空は示す
太陽 星の光
神の知恵と愛 教えている
2. エホバの貴い教え
私たちの生きる力
輝く知恵に満ちた
確かな教えに導かれる
3. エホバのおきては全て
金に勝る宝のよう
気高い心抱き
永遠の神をたたえていく
（詩 111:9; 145:5; 啓 4:11も参照。）



^ ***喜歌 5番 エホバは素晴らしい創造者***
5番
エホバは素晴らしい創造者
（詩編 139編）
エホバ あなただけは私の全てを知り
いつでも見守っている 私の心と生き方
母の胎の中で命になった時も
あなただけは初めから私に気付いておられた
心から賛美したい 素晴らしい創造者
あなたに見えないものは一つもないのだから
たとえ闇の中で孤独に包まれても
あなたの聖なる力 私をすぐに見つけ出す
（詩 66:3; 94:19; エレ 17:10も参照。）









^ ***喜歌 11番 エホバを賛美せずにはいられない***
11番
エホバを賛美せずにはいられない
（詩編 19編）
1. 見上げる広い空は
あなたについて語る
星空 風の匂い
あなたが語り掛ける
明けゆく朝の光
暮れゆく空の色も
2. あなたの教え 清く
心に喜び湧く
全ての宝よりも
価値ある あなたの知恵
私の宝物は
輝く あなたの知恵
3. あなたのことを知れば
豊かに生きていける
あなたに従うなら
幸せ 弾む心
私の全て捧げ
あなたを賛美したい
（詩 12:6; 89:7; 144:3; ロマ 1:20も参照。）



^ ***生ど 3ページ 目次***
目次
 4ページ  地球は生きている
11ページ  だれが最初にデザインしたのか
18ページ  進化 ― 通説と事実
24ページ  科学と創世記
29ページ  何を信じるかは重要
30ページ  参考文献



^ ***喜歌 134番 子供たちは神からの財産***
134番
子供たちは神からの財産
（詩編 127:3-5）
1. 親になったなら心に刻み込もう
子供は親だけのものではないこと
命は神からの大切な贈り物
エホバの導きを求めて育てよう
（※ 繰り返し）
神から託された大切な命
その子に教えよう エホバのおきてを
2. エホバの言葉を心にいつも入れて
子供に語るのは果たすべき務め
道を歩くときも 寝るとき起きるときも
教えよう 聖書を 幸せ願いつつ
（※ 繰り返し）
神から託された大切な命
その子に教えよう エホバのおきてを
（申 6:6，7; エフェ 6:4; テモ一 4:16も参照。）









^ ***喜歌 106番 愛を育む***
106番
愛を育む
（コリント第一 13:1-8）
1. 神に倣い示す その性質全て
特別なのは愛 エホバの贈り物
たとえ賢くても信仰強くても
愛を失うなら全ては無駄になる
2. 愛があればいつも与えること願う
憎しみを捨て去り進んで許し合う
たとえ傷ついてもどんな試練来ても
全て越えていける 愛は絶えないもの
（ヨハ 21:17; コリ一 13:13; ガラ 6:2も参照。）



^ ***喜歌 17番 「そう望みます」***
17番
「そう望みます」
（ルカ 5:13）
1. 親切 辛抱 イエスは示した
人を愛し慰めた 天から地に来て
関心示した 弱い人たちに
愛あるイエスは言った
「私はそう望む」
2. イエスの生き方 学ぶべき模範
心からの愛示す どんな人にでも
涙の友にはすぐに手を伸ばし
そばで寄り添い 言おう
「私はそう望む」
（ヨハ 18:37; エフェ 3:19; フィリ 2:7も参照。）



^ ***追 176–177ページ 「これより大きな愛を持つ者はいません」***
『わたしがあなた方を愛したとおりに，互いを愛しなさい』
10 イエスは亡くなる前の晩，ごく親しい弟子たちにこう告げました。「わたしはあなた方に新しいおきてを与えます。それは，あなた方が互いに愛し合うことです。つまり，わたしがあなた方を愛したとおりに，あなた方も互いを愛することです。あなた方の間に愛があれば，それによってすべての人は，あなた方がわたしの弟子であることを知るのです」。（ヨハネ 13:34，35）「互いを愛する」というのが，なぜ「新しいおきて」なのでしょうか。すでにモーセの律法が，「あなたの仲間[隣人]を自分自身のように愛さねばならない」と命じていました。（レビ記 19:18）しかし，新しいおきてはそれより大きな愛を求めています。他の人のために自分の命を与えるようわたしたちを動かす愛です。イエス自身がその点を明確にしてこう述べています。「わたしがあなた方を愛したとおりにあなた方が互いを愛すること，これがわたしのおきてです。友のために自分の魂をなげうつこと，これより大きな愛を持つ者はいません」。（ヨハネ 15:12，13）ですから，新しいおきてが命じているのは，「他の人を，自分自身のようにではなく，自分以上に愛しなさい」ということなのです。イエスはその生涯と死によって，そのような愛をまさしく体現なさいました。
11 新しいおきてに従うことが重要なのはなぜですか。イエスの言葉を思い出してください。「それ[自己犠牲的な愛]によってすべての人は，あなた方がわたしの弟子であることを知る」と述べておられます。自己犠牲的な愛は，わたしたちが真のクリスチャンであることを明らかにするのです。この愛は身分証バッジに似ています。エホバの証人の年ごとの地域大会に出席する人たちはバッジを着けます。そのバッジには名前と会衆名が記され，その人がだれであるかを明らかにします。互いへの自己犠牲的な愛は，本当のクリスチャンを明らかにする“バッジ”です。すなわち，わたしたちが互いに示し合う愛は，わたしたちが確かにキリストの真の追随者であることを周りの人に知らせるバッジ，つまりしるしとなるほど顕著であるべきなのです。各自こう自問するのは良いことです。『自己犠牲的な愛という“バッジ”は自分の生活の中ではっきり見えるだろうか』。



^ ***塔12 11/1 13–14ページ 聖書は人の生き方を変える***
「人生はついに目的のあるものとなりました」。―イアン･キング
生まれた年: 1963年
生まれた国: イギリス
かつては: 人生に幻滅していた
過去の歩み: わたしは，イギリスで生まれましたが，7歳のころに，家族がオーストラリアへ移住しました。わたしたち家族は，オーストラリアのクイーンズランド州の観光地，ゴールド･コーストに落ち着きました。家族は裕福ではなかったものの，必要な物に事欠くことはありませんでした。
わたしは，まずまずの環境で育てられたものの，本当に幸福ということはなく，人生に幻滅するようになりました。父は大酒飲みで，わたしは父にあまり愛情を感じませんでした。それは主に，父の飲酒と母に対する接し方が原因でした。わたしは幾年も後になって初めて，父がマラヤで兵士だった時に経験した事柄を知り，父があのような行動をするわけも理解するようになりました。
わたしは高校在学中から酒浸りになり，16歳の時に学校を中退して海軍に入りました。また，麻薬を使い始め，たばこもやめられなくなりました。ますますアルコールに依存するようになり，週末ごとに飲んで騒いでいたのが，そのうちに毎日のことになりました。
また，10代後半から20代初めにかけて，神の存在を疑問視するようになりました。『もし本当に神がいるのなら，人が苦しんで死ぬのをなぜ許しているのか』と考えたのです。そして，世の中の悪すべてを神のせいにする詩を書いたりもしました。
23歳の時に海軍をやめ，職を転々とし，1年にわたって海外旅行もしましたが，少しも落胆から救われませんでした。目標を持とう，何かを達成しよう，といった意欲は全く持てず，どんなことにも魅力を感じなかったのです。家を所有し，安定した仕事に就き，昇進するといった見込みも，意味のないことのように思えました。“楽しみ”と言えば，酒を飲むことと音楽を聴くことぐらいしかありませんでした。
人生の目的を知りたいという一番強い気持ちが湧いてきた時のことは忘れもしません。それは，ポーランドで，悪名高いアウシュビッツ強制収容所を見学した時でした。そこで起きた残虐行為については読んだことがありましたが，実際にそこに立って収容所の規模の大きさを目にした時，がく然としました。人間が同じ人間に対してどうしてこれほど残酷に振る舞えるのか，理解できませんでした。収容所内を『なぜだ』とつぶやきながら目に涙を浮かべて歩いたのを覚えています。
聖書によってどのように生き方が変わったか: 1993年，海外から帰国したあと，答えを探し求めて聖書を読み始めました。その後まもなく，エホバの証人が二人，わたしの家の戸口にやって来て，わたしを近くの競技場で開かれる大会に招待してくれました。わたしは行ってみることにしました。
その競技場には，数か月前にも，ある試合を観戦するために行ったことがありましたが，この大会はそれとはあまりにも対照的でした。証人たちは身なりがきちんとしていて礼儀正しく，子どもたちも行儀良くしていました。また，昼休みに目にした事柄にびっくりしました。幾百人もの証人たちがフィールド内で昼食を取ったのですが，彼らが席に戻った後のフィールドにごみが一つも残っていなかったのです。しかも，それらの人は満ち足りた平安な気持ちでいるようでした。それはわたしが切望していたものです。わたしは，その日に行なわれたどの講演も覚えていませんが，証人たちの行状には深い感銘を受けました。
その晩わたしは，いとこから聞いた話を思い出しました。そのいとこは，聖書を読んだり様々な宗教を研究したりしていた人で，数年前に，『真の宗教はその実によって分かる』とイエスは述べた，と言っていました。（マタイ 7:15-20）それで，証人たちが他の人々とあれほど違うのはなぜなのか，調べてみるだけの価値はある，と思いました。そして，生まれて初めて，少しだけ楽観的になり，希望を持てそうな気がしました。
翌週，わたしを招待してくれた証人たちが，また訪ねて来ました。わたしは，聖書研究を勧められたのでそうすることにし，クリスチャンの集会に一緒に出席するようにもなりました。
聖書研究をして，神に対するわたしの見方はすっかり変わりました。悪や苦しみを引き起こしているのは神ではなく，人が悪いことをすれば神は心を痛められる，ということを知りました。（創世記 6:6。詩編 78:40，41）わたしは，もうエホバに心痛をもたらすようなことは決してすまい，と固く決意しました。そして，エホバの心を歓ばせたいと思いました。（箴言 27:11）過度の飲酒やたばこをやめ，不道徳に関係することもやめました。そして1994年3月，バプテスマを受けてエホバの証人となりました。
どんな益を受けたか: わたしは，真の幸福感と満足感を味わっています。もはや，問題を解決しようとしてアルコールに頼ったりはしません。重荷をエホバにゆだねることを学んだのです。―詩編 55:22。
今では，やはりエホバの証人であるカレンという美しい女性と結婚して10年になり，カレンの立派な娘ネラも一緒に暮らしています。わたしたち3人は，クリスチャンとして宣教奉仕に多くの時間を充てて，神についての真理を学ぶよう他の人たちを助けています。わたしの人生はついに目的のあるものとなりました。



^ ***塔12 5/1 18–19ページ 聖書は人の生き方を変える***
「申し分のない生活のように思えました」。―ジョン･リケッツ
生まれた年: 1958年
生まれた国: スコットランド
かつては: 実業家として成功した
過去の歩み: わたしは恵まれた家庭で育ちました。父がイギリス軍の将校だったので，何度も引っ越しをしました。スコットランドのほかに，イギリス，ドイツ，ケニア，マレーシア，アイルランド，キプロスにも住みました。わたしは8歳の時からスコットランドの全寮制の学校で教育を受け，最終的にはケンブリッジ大学を卒業しました。
20歳から8年間，石油業界での仕事に携わり，最初は南米，次にアフリカ，最後はオーストラリア西部で働きました。オーストラリアに移ってからは，投資会社を立ち上げました。そして，後にその会社を売却しました。
その売却による収益があったので，わたしは40歳で現役を退き，できた時間を利用して各地を旅行しました。オーストラリア全土をオートバイで巡る旅を2回行ない，世界一周旅行もしました。それは申し分のない生活のように思えました。
聖書によってどのように生き方が変わったか: わたしは現役を退く前から，何らかの仕方で神にこの素晴らしい人生を感謝したい，と思っていました。そこで，子どものころに通っていた聖公会の教会に行き始めました。しかし，教会では聖書からの教えはあまり得られませんでした。それで，モルモン教徒たちと研究しましたが，彼らには聖書に対する信頼が欠けていたので，モルモン教には関心がなくなりました。
ある日，エホバの証人が訪ねて来ました。その教えが聖書にしっかり基づいていることは，すぐに分かりました。そのとき教えてくれた聖句の一つが，テモテ第一 2章3，4節です。そこには，「あらゆる人が救われて，真理の正確な知識に至ること」こそ神のご意志である，と述べられています。わたしは，証人たちが聖書の単なる知識ではなく正確な知識を強調している，ということに感銘を受けました。
その後，エホバの証人と聖書研究をして，そのような正確な知識を得ることができました。例えば，神とイエスがなぞめいた三位一体の一部ではなく，別個の存在であることを知りました。（ヨハネ 14:28。コリント第一 11:3）こうした明快な真理を学べるのは喜びでした。それまで不可解な教理を理解しようとさんざん努力してきたのは無駄なことだった，と残念に思いました。
すぐにエホバの証人の集会に出席するようになり，出席しているどの人からも親しみ深さや道徳的強さが感じられ，皆が聖人のように思えました。その純粋な愛を見て，これこそ真の宗教だと確信しました。―ヨハネ 13:35。
どんな益を受けたか: バプテスマを受けた後，ダイアンという素晴らしい女性に出会いました。ダイアンはエホバの証人として育ち，数多くの良い特質を持っていて，魅力的でした。やがて，わたしたちは結婚しました。ダイアンは，これまでずっとわたしの友となり支えてくれており，エホバからの真の祝福です。
ダイアンとわたしは，聖書の良いたよりの伝道者が大いに必要とされる所に移動したい，と強く願うようになりました。そして2010年に二人で中央アメリカのベリーズに移住し，神を愛していて聖書の知識を心から渇望している人々のために奉仕しています。
わたしは，神とその言葉 聖書についての真理を知ったことで心の平安を得，全時間の奉仕者として，多くの人々に聖書を教えるという喜びにあずかっています。聖書の真理がわたしの場合と同じように，他の人の生活を向上させるのを見ることに勝るものはありません。わたしはこの素晴らしい人生を神に感謝したいと思っていましたが，ついにその最善の方法を見いだしたのです。










OEBPS/images/2023325_univ_cnt_2.jpg





OEBPS/images/2023325_univ_cnt_1.jpg





OEBPS/images/2023326_univ_cnt_1.jpg





OEBPS/images/2023325_univ_cnt_3.jpg





OEBPS/images/2023324_univ_cnt_2.jpg





OEBPS/images/2023324_univ_cnt_1.jpg







OEBPS/images/2023320_univ_cnt_4.jpg





OEBPS/images/2023321_univ_cnt_1.jpg





OEBPS/images/2023320_univ_cnt_2.jpg





OEBPS/images/2023320_univ_cnt_3.jpg





OEBPS/images/2023321_univ_cnt_4.jpg





OEBPS/images/2023321_univ_cnt_2.jpg





OEBPS/images/2023321_univ_cnt_3.jpg





OEBPS/images/2023320_univ_cnt_1.jpg





OEBPS/images/2023322_J_cvr.jpg
2023%# 38

TN DEEESITHS>ES

B©DIHDIE

MERLE
2023% 5A1H-6R4H






OEBPS/images/2023326_univ_cnt_2.jpg





